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説

同

確
定
草
案
の
準
備
(
条
項
別
討
議
の
た
め
の
基
礎
案
の
選
定
ま
で
)

七
月
二
七
日
、
国
民
議
会
に
お
い
て
憲
法
委
員
会
の
報
告
の
後
、
個
人
の
諸
宣
言
案
の
提
出
、
部
会
お
よ
び
本
会
議
で
の
討
論
、

論

委
員
会
の
設
立
と
報
告
と
本
会
議
で
の
審
議
を
経
て
、

八
月
一
九
日
に
結
局
第
六
部
会
案
が
宣
言
の
条
項
別
審
議
の
基
礎
と
な
る
案
と
し

て
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
を
本
項
で
一
ま
と
め
に
し
て
取
扱
い
、
人
権
宣
言
の
確
定
案
の
具
体
的
意
味
内
容
と
法
的
特
質
を
判
読
す
る

た
め
の
立
法
事
実
と
し
て
分
析
を
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
歴
史
的
に
極
め
て
重
大
な
事
件
と
し
て
、
八
月
四
日
夜
半
の

国
民
議
会
に
お
け
る
「
封
建
的
諸
特
権
廃
止
の
宣
言
」
の
決
議
が
あ
る
。

)
 

噌

i(
 
義
務
宣
言
を
併
置
せ
ぬ
権
利
宣
言
を
憲
法
に
先
行
せ
し
め
る
決
定
迄
の
経
緯
と
問
題

国
民
議
会
本
会
議
は
(
七
月
三

O
R
に
部
会
で
宣
言
案
の
討
議
が
な
さ
れ
た
が
)
、
八
月
一
日
憲
法
問
題
の
審
議
を
再
開
し
た
。
討
議
の

「
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
を
憲
法
の
冒
頭
に
置
く
べ
き
か
置
く
べ
き
で
な
い
か
」
と
い
う
か
た
ち
で
提
起
さ
れ

問
題
は
、

た
(
り
・
h
引
〈
戸
)
。
同
日
の
論
議
に
お
い
て
は
、
宣
言
を
官
頭
に
置
く
こ
と
の
み
な
ら
ず
そ
も
そ
も
憲
法
に
挿
入
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
主

張
が
宣
言
の
性
格
論
と
か
ら
ま
っ
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
、
興
味
を
引
く
。
同
日
は
形
式
上
は
決
議
し
な
か
っ
た
が
、
「
事
実
上
は
」
前

ア
オ
ル
ム

置
原
則
が
議
会
で
承
認
さ
れ
る
。
八
月
三
日
、
議
会
は
宣
言
の
「
形
態
」
に
つ
い
て
討
論
、
新
し
い
考
え
方
が
出
た
と
は
い
え
な
い
。
八

月
四
日
宣
言
反
対
派
は
義
務
宣
言
を
併
置
せ
よ
と
修
正
提
案
を
す
る
が
、
五
七

O
対
四
三
三
で
否
決
(
口
h
ベ
〈
戸
)
、
「
殆
ん
ど
全
員
一
致

で
」
宣
言
を
憲
法
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
を
国
民
議
会
は
議
決
し
た
(
ヨ
ゲ
)
。

「
人
間
」
の
権
利
の
宣
言
そ
し
て
「
新
」
憲
法
の
制
定
そ
の
も
の
に
反
対
な
い
し
遷
延
さ
せ
よ
う
と
す
る
保
守
的
勢
力
(
党
ア
ト
昭
一
信
)

の
抵
抗
形
態
お
よ
び
論
拠
と
、
こ
れ
に
対
す
る
積
極
論
者
の
反
論
を
次
に
整
理
し
て
お
く
。

)
 

J
0
・
(
 
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
反
対
論
の
論
点
ば
、
無
用
論
な
い
し
不
必
要
論
で
あ
り
、
濫
用
の
危
険
性
で
あ
り
、
時
期
尚
早
な
い

し
慎
重
論
で
あ
り
、
権
利
の
制
限
お
よ
び
義
務
宣
一
一
一
一
同
必
要
論
で
あ
っ
た
、

と
分
析
で
き
よ
う
。

五
人
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ト
レ
テ

-
F
・
モ
ヲ
ル

無
用
論
は
い
う
。
権
利
宣
言
が
「
抽
象
的
対
象
」
に
つ
い
て
の
「
道
徳
概
論
」
(
り
-
に
J
V
P
ト
り
は
H

目
。
)
で
あ
る
な
ら
、

か
け
て
説
得
す
る
原
則
」
で
あ
っ
て
「
意
志
に
対
し
服
従
を
要
求
す
る
法
律
」
で
は
な
レ
(
イ
ト
)
ブ
ト

ι
.
4
P円
γ

仏
巴
。
「
自
然
状
態
に
お

け
る
人
間
と
社
会
に
お
け
る
人
間
と
は
区
別
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
古
河
川
i
q

一1缶、
)
、
「
自
然
権
の
い
か
な
る
も
の
も
実
定
法
に
よ

っ
て
修
正
さ
れ
な
い
も
の
は
な
い
」

(hV九
イ
一
時
ト
ポ
N
)

、
「
法
律
や
慣
習
や
慣
行
が
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
自
由
に
妨
害
を
か
ま
え
て
い
る

と
き
に
、
人
民
に
対
し
て
お
ま
え
は
自
由
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
る
う
か
」

(h-t一
、
弘
一
日
τ山
十
)
。
「
憲
法
は
法
典
な
い
し
一
団
の
法

律
で
あ
り
、
法
律
で
な
い
も
の
す
べ
て
は
憲
決
に
と
っ
て
無
縁
で
が

J

る
0

・
:
(
原
則
や
格
律
に
つ
い
て
は
)
書
物
に
よ
っ
て
人
民
を
啓
蒙
す

「
理
性
に
語
り

べ
き
で
あ
っ
て
、
法
律
や
憲
法
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
無
用
の
も
の
は
一
切
加
え
て
は
な
ら
な
い
。
良
い
法
律
(
だ
け
)
を
つ
く
ろ
う
で
は
な

い
か
」
(
川
勺
ん
ど
日
)
、
「
原
則
と
と
も
に
例
外
を
規
定
し
た
法
律
」
と
し
て
の
憲
法
を
立
法
し
た
あ
と
で
、
権
利
宣
言
を
す
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
を
「
最
後
に
検
討
」
す
べ
き
で
あ
る
(
勺

h
h
v広
町
・
ス
i
h
m
一)。

要
す
る
に
、

命
令
し
て
服
従
を
強
制
し
う
る
実
定
法
律

で
な
け
れ
ば
無
用
だ
と
い
う
の
で
あ
る
o

同

「
極
め
て
哲
学
的
な
」
権
利
宣
言
を
理
解
し
う
る
は
ず
は
な
い
、
そ
れ
は
「
濫
用
」
さ
れ
る

危
険
論
は
い
う
o

人
民
は
無
知
で
あ
り
、

だ
ろ
う
し
(
ロ
パ
訟
戸
凶
ー
む
、
)
、
ま
た
、
「
正
当
な
限
界
」
を
規
定
し
な
い
で
権
利
宣
言
に
よ
り
「
自
由
と
平
等
に
つ
い
て
の
一
般

的
か
つ
絶
対
的
な
原
則
を
表
明
す
る
と
、
国
民
に
と
っ
て
必
要
な
連
帯
の
き
ず
な
を
破
壊
し
;
・
会
一
面
的
な
分
裂
」
を
惹
起
し
か
ね
な

一七八九年人権宣言研究序説

い(一んと
1
)
。

慎
重
論
は
い
う
。

コ
ン
ク
リ
ユ
ア
シ

ア
メ
リ
カ
の
例
は
「
完
結
的
」

と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
は
、

「
土
地
所
有
者
・
耕
作
者
そ
し
て
平
等
な
市
民
」
し

か
存
在
せ
ず
、

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
「
耕
作
す
る
土
地
の
上
に
封
建
制
の
く
び
き
」
を
負
っ
て
い
る
国
民
が
い
る
の
で
な
い
こ
と
を
考
え

ザ

シ

・

プ

ロ

ブ

リ

ム

テ

一
土
地
を
所
有
し
な
い
漠
大
な
多
数
の
人
々
が
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
は

彼
ら
は
何
事
よ
り
も
先
に
仕
事
を
確
保
し
糊

ね
ば
な
ら
ぬ
。

ヰヒi去18(3・41) 447 



口
の
資
を
う
る
こ
と
、

ポ
リ
ー
ス
・
エ
ク
ザ
ク
ト

厳
正
な
取
締
、

継
続
的
な
保
護
を
期
待
し
て
お
り
、

説

ま
た
、
賞
、
沢
や
豪
容
を
み
せ
び
ら
か
さ
れ
屡
々
一
憤
激
し
て

ジ
ユ
ス
ト
・
リ
ミ
イ
ト

だ
か
ら
、
「
運
命
に
よ
り
従
属
的
条
件
の
下
に
あ
る
人
々
に
は
、
自
然
的
自
由
の
伸
長
よ
り
も
正
当
な
限
界
を
示
す
こ
と
が
必

要
」
で
あ
る

(
h

よ
Y
M
J訂
バ
)
。
ま
た
、
ア
メ
リ
'
カ
国
民
の
よ
う
に
区
別
を
全
く
な
く
し
て
、
「
あ
な
た
達
は
平
等
だ
、
と
フ
ラ
ン
ス

人
民
に
告
げ
る
前
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
ま
ず
彼
ら
を
互
い
に
接
近
さ
せ
あ
う
法
律
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
」
(
か
つ
げ

-
V
セ
、
オ
ー
ク
セ
ー
ル
司
教
、
八
月
一
目
、
〉

-
p・
〈
口
同
・
司
・
日
N
N
・
委
員
会
の
報
告
者
と
し
て
宣
言
先
行
説
を

Jo

支
持
し
た
(
本
誌
一
五
巻
一
号
一
六
頁
)
ボ
ル
ド
ー
大
司
教
の
シ
ャ
ン
ピ
オ

γ
・
ド
・
シ
セ
と
は
別
人
ら
し
い
。
、

レ
ス
ト
リ
ク
シ
占
有
シ

ま
た
、
義
務
宣
言
必
要
論
は
い
う
。
実
定
法
は
本
質
上
当
然
、
原
則
お
よ
び
権
利
の
例
外
な
い
し
限
界
と
し
て
の
義
務
U
制

約

を

も

つ
は
ず
で
あ
り
(
一
ル
)
、
ま
た
、
権
利
と
義
務
と
は
相
関
関
係
に
あ
り
、
併
行
的
で
あ
り
、
他
方
を
語
ら
ず
し
て
一
方
を
語
り
え
な
い
(
た

叱
九
叫
ん
い
組
目
、
)
。
義
務
を
確
定
せ
ず
権
利
だ
け
を
宣
言
す
る
の
は
慎
重
を
欠
き
万
三
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
倣
慢
さ
を
喚
び
起
す
お

戸
匂

ο

そ
れ
が
あ
る
」
か
ら
(
桁
釘
ヤ
、
¥
.
川
hド川心恥

FUト伽山司V，
hト

h一
.ι〆〆.J幽
dψ~…肘
rU~
引
一
叫
川
弘
山
弘
M
M
1
1
3
)
、
権
利
の
濫
用
の
危
険
性
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
義
務
宣
言
を
伴
な
わ
し
む
べ
ぢ

い
る
」
0

5命

で
あ
る
。

)
 

門
H(
 

」
れ
に
対
し
、
宣
言
支
持
論
者
は
次
の
よ
う
に
反
論
を
展
開
す
る
。

有
用
論
と
し
て
o

あ
ら
ゆ
る
人
間
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
自
然
権
は
自
明
な
る
が
故
に
、
そ
れ
を
宣
言
す
る
こ
と
は
不
用
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
専
制
の
く
び
き
の
も
と
隷
従
状
態
に
あ
り
、
所
有
権
の
み
な
ら
ず
人
身
の
自
由
す
ら
剥
奪
侵
害
さ
れ
、
名
誉
の
た

め
に
は
監
獄
や
土
牢
や
要
塞
が
必
要
で
あ
り
、
名
誉
は
自
由
な
く
し
て
存
在
し
う
る
と
い
う
こ
と
が
絶
え
間
な
く
言
わ
れ
て
い
る
国
々
に

お
い
て
は
、
自
然
権
と
し
て
の
自
由
・
権
利
を
宣
告
一

7
公
表
す
る
こ
と
が
無
知
と
額
廃
と
専
制
を
除
去
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
お
似
一
町
川

日
.
J
?
J・竹・
M
日=サ
U

N

一
九
一
刊
誌
町
一
円
山
口
一
)
。
さ
ら
に
、
新
た
な
立
法
に
は
長
時
日
を
要
す
る
が
、
そ
の
制
定
施
行
ま
で
「
非
常
に
有
効
な

保
護
」
を
与
え
る

(UYU
一U-E)ほ
か
、
立
法
の
た
め
の
「
出
発
点
」
と
な
り
「
目
標
」
と
な
る
も
の
が
、
そ
こ
に
到
達
す
る
「
手
段
」

や
「
道
程
」
を
選
択
す
る
前
に
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
・

4

九
十
町
民
h
u
b
-け
u
r
U引
M
I
m
-
J
ト
目
、
)
。

あ
ら
ゆ
る
政
府
の

「
真
の
目

北法18(3・42)448



的
一
は
、
「
公
共
の
幸
福
」
、
す
な
わ
ち
「
す
べ
て
の
権
利
の
充
全
で
自
由
な
行
使
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
目
的
を
確
保
す
る
前
に
手
段

を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
(
M
し
円
五
、
)
。
そ
し
て
、
人
間
の
権
利
は
、
「
暫
定
的
」
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
「
正
義
の
ご
と
く
不
変
、

理
性
の
ご
と
く
永
遠
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
と
あ
ら
ゆ
る
国
に
妥
当
す
る
」
(
可
一
倍
ザ
ド
)
。
そ
し
て
、
こ
の
宣
言
は
、
「
立
法

の

精

神

を

確

定

し

、

と

と

も

に

、

「

そ

の

立

法

を

補

完

し

て

ゆ

く

精

神

を

指

将
来
に
お
い
て
そ
の
立
法
が
改
悪
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」

導
す
る
」
と
い
う
「
二
つ
の
実
際
的
効
用
」
が
あ
る
の
り

U
T
R
U
Jト
目
、
)
。
そ
の
よ
う
に
、

ギ

イ

ド

の
導
き
手
:
:
:
実
定
法
の
由
来
す
る
源
泉
と
な
る
べ
き
」
人
権
宣
言
は
、
「
町
に
裁
判
所
に
教
会
内
に
す
ら
掲
示
」
せ
ら
れ
、
政
治
教
育

「
憲
法
の
基
礎
と
な
り
、

議
会
の
全
作
業

を
行
な
う
こ
と
に
な
る
o

「
人
民
は
、
法
律
の
起
源
と
そ
の
諸
原
則
を
知
る
と
き
、
法
律
に
よ
り
よ
く
服
従
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

hqノ
『
「
デ
ュ
ヲ

y
-
ド
・
マ
イ
ヲ

l
示
、
八

Jo

t

i

L

P

月
一
目
、
〉
・
同
J

〈
ロ
戸
司
・
山
口
、

危
険
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き
、
「
経
験
と
歴
史
と
が
答
え
、

伺

(
無
用
論
も
危
険
論
を
も
)
克
服
反
論
し
て
い
る
」
(
が
か
は
れ
u
i
一日…ト叶
γ

時
。
)
。
む
し
ろ
、
「
真
理
は
危
険
で
は
あ
り

h

え
な
い
」

(
M
肘
ザ
ド
、
)
と
い
う
べ
き
だ
。
「
真
理
は
人
間
に
何
が
彼
の
権
利
で
あ
る
か
、
何
が

テ

イ

ト

ル

彼
の
権
利
資
格
で
あ
る
か
、
を
教
え
る
と
同
時
に
、
何
が
彼
の
義
務
で
あ
る
か
を
も
教
え
る
o

何
が
彼
の
権
利
で
あ
る
か
を
人
間
が
知
っ

た
以
上
、
彼
は
他
人
の
権
利
を
も
尊
重
す
る
で
あ
ろ
う
」
か
ら
お

U
J
ェ
、
)
。
し
か
し
さ
ら
に
、
自
由
の
行
き
す
ぎ
や
濫
用
の
危
険
性
に

「
放
縦
を
阻
止
す
る
真
の
方
法
は
、
自
由
の
基
盤
を
提
示
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
人
聞
が
彼
ら
の
権
利
を
知
れ
ば
知
る
ほ

一七八九年人権宣言研究序説

対
し
て
は
、

ど
彼
ら
は
白
か
ら
の
権
利
を
保
護
す
る
法
律
を
よ
り
愛
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
彼
ら
の
祖
国
を
よ
り
愛
し
か
つ
よ
り
混
乱
を
恐
れ
る
で
あ
ろ

-
3
-
¥カ
ス
ト
ヲ

l
ヌ
公
ぢ

1

1

L

F

爵
、
八
月
一
日
」

勇
気
を
も
っ
て
宣
言
を
断
行
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
模
範
」
に
倣
う
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
人
権
宣
言
を
憲

法
の
前
に
置
き
(
叫
向
精
一
家
ア
都
制
下
哨
晴
哨
…
致

r判
腕
酬
)
、
「
自
由
と
、
そ
の
範
囲
と
そ
の
果
実
」
を
宣
明
に
す
べ
き
だ
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
、

ユ
ユ
グ
エ
ー
ル

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
「
新
大
陸
」
に
な
し
た
「
偉
大
な
模
範
」
に
示
唆
さ
れ
、
ブ
ラ

γ
ス
は
「
全
世
界
」
に
そ
れ
を
与
え
、
「
賞
讃
さ
る
べ

北法18(3・43)449



説

(
川

V
M
h
川
区
)
。
そ
こ
で
は
、
恒
久
普
通
の
人
間
の
権
利
の

そ
の
真
理
性
の
故
に
妥
当
す
る
か
ら
(
時
代
と
図
、
安
定
法
律
、
風
間
臼
て
ア
メ
リ
カ
に
国
王
が
居
ら
ず
封
建
制

f

習
慣
、
慣
行
の
相
違
を
こ
え
」カ

テ

5
λ
ム

・

ナ

ジ

オ

ナ

ル

、

B

，

.

の
な
い
こ
と
も
決
定
的
な
相
違
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
た
め
に
「
国
民
的
祈
薦
書
」
(
ん
μ
↓U
ヴ
)
と
な
る
べ

き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
例
が
、
議
員
の
多
数
の
考
方
に
よ
れ
ば
、
議
会
の
宣
言
制
定
「
活
動
を
促
進
し
、
そ

の
目
的
に
至
ら
し
め
る
た
め
拍
車
を
い
れ
る
」

(
H
1
4
u
γ
)

こ
と
を
ね
ら
っ
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、

倣
し
よ
う
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
こ
と
に
注
意
。

き
モ
デ
ル
」
を
提
示
し
よ
う
、

と
い
う
理
想
と
情
熱
が
述
べ
ら
れ
る

-
平
明
・
正
確
」
な
宣
言
、
が
、

E命

ア
メ
リ
カ
諸
州
宣
言
の
形
式
内
容
を
模

義
務
宣
言
が
不
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
市
民
と
い
う
言
葉
が
他
の
市
民
と
の
相
関
関
係
を
表
示
し
て
お
り
、

」
の
相
関
関
係
が

義
務
(
他
人
の
自
由
と
所
有
を
尊
重
す
る
)
を
生
む
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
義
務
は
無
限
定
的
で
あ
る
の
で
、
権
利
と
同
じ
よ
う
に

数
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
確
定
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
規
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」

(
m
m
r
M
V
M

・日

ι~わ
ル
;
八
)
と

い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

結
局
、
権
利
宣
言
の
み
を
憲
法
の
官
頭
に
お
く
意
見
が
、
少
数
の
反
対
論
を
圧
倒
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
人
権
宣
言
の

法
的
性
格
を
考
え
る
場
合
参
考
に
な
る
o

な
お
八
月
一
日
の
会
議
に
お
け
る
の
芯
巳
伊
刊
の
意
見
中
に
は
、
立
法
に
つ
い
て
直
接
民
主
制

〔

4
)

的
思
想
を
一
示
す
宣
一
一
一
一
同
案
が
含
ま
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
同
日
議
事
録
に
付
せ
ら
れ
た
吋
F
0
2
2
案
は
、
体
系
化
さ
れ
た
詳
細
な
も

の
で
あ
る
o

註
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

(

1

)

ロ
・
巧
白

-
n
y
w
r
E
n
F
E
E
L
2
Z戸

門

L
i
d
o
-
3
0
m
ニロ
nFEE-
。ニメ
5
5
F
P
E
5
5
5
5
5
2
H
℃同者
E
S
E
-円

rz

3
3
L
U
O
ω
(
4ぐ
と
与
・
と
略
)

w

℃

-
E
1
8
に
よ
れ
ば
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
、
シ
ェ
イ
エ
ス
、
ム
ニ
エ
、
後
述
五
人
委
員
会
、
第
六
部
会
の
権
利
宣
言
案

の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
案
が
あ
る
o

タ
ル
ジ
ヱ
、
ボ
ワ
ラ
ン
ド
リ
、
ラ
ボ

i

・
ド
・
サ
ン

1

テ
チ
エ
ン
ヌ
、
グ

l
ジ
ュ
・
カ
ル
ト
ゥ
、
(
無
名
の
〉
一

y

ラ
ン
ス
市
民
、
ブ

l
シ
ュ
、
デ
ム

l

ニ
ェ
、
七
ル
ヴ
ア
ン
、
ピ
ゾ
ン
・
デ
ュ
・
ギ
ャ
ラ
ン
、
シ
ネ
テ
イ
の
案
が
あ
り
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
が
「
一
二
役
の
平

「
明
快

北法18(3・44)45() 



同

案
」
(
本
誌
一
一
山
洋
主
一
・
四
号
、
一
四

O
頁
参
照
)
と
し
た
の
よ
り
は
、
数
が
実
際
に
は
少
な
い
。
な
お
、
参
照
し
う
る
権
利
な
い
し
義
務
宣
言
に
つ
い

て
の
意
見
な
い
し
要
約
と
し
て
、
ト
ウ
レ
、
F
V
ニ
エ
ー
ル
(
七
月
一
二
一
臼
)
、
ヵ
久
テ
ラ

l
ヌ
、
マ
ル
エ
(
八
月
三
日
〉
、
シ
レ
リ
侯
爵
(
八
月
四
日
)
、

ギ
レ
ム
・
ク
レ
ル
モ
ン
・
ロ
デ

l
ヴ
候
爵
(
八
月
四
日
)
、
ド
・
シ
ネ
テ
ィ
、
グ
レ
ゴ
ワ
i
ル
、
カ
ス
テ
ラ

1

1
伯
爵
の
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、

〉
5
7
2
2
H
M
2
r
E
g
g町
2
・
同
-
〈

HHH(〉・司
w

〈
口
同
と
略
)
に
あ
ら
わ
れ
た
か
ぎ
り
の
案
お
よ
び
意
見
の
み
を
取
扱
う
。

〈

2
)

一一一

O
の
部
会
で
の
討
論
は
殆
ん
ど
不
毛
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
既
に
提
出
さ
れ
た
諸
草
案
が
否
決
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
権
利
宣
告
一
一
?
を
規
定
す
る
こ
と

自
体
を
疑
問
と
す
る
部
会
が
あ
っ
た
。
巧
ω
一円
F
℃・

mw叶

ls.

た
だ
し
、
〉

-
F
〈
『
戸
甘
・

8
∞l
g
Jー
に
は
、

ω司
く
さ
(
グ
ル
ノ

l

フ
ル
高
等
法
院
弁
護
士
〉
の
次
の
よ
う
な
一
一
二
箇
条
の
「
人
間
お
よ
び
市
民

の
権
利
宣
言
案
」
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

コ

ン

ゲ

ア

ン

シ

オ

ン

フ

オ

W
λ

一
あ
ら
ゆ
る
市
民
社
会
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
成
長
の
問
の
協
約
の
産
物
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
力
の
産
物
で
は
な
い
。

コ
ン
ト
ヲ
・
ッ

γ
ア
W

二
社
会
契
約
は
、
市
民
社
会
を
構
成
す
る
も
の
だ
が
、
各
人
の
利
益
の
た
め
す
べ
て
の
人
を
結
合
す
る
も
の
で
の
み
あ
り
ま
た
そ
う
で
の
み
あ
り
う
る
。

グ
オ
ロ
ン
テ
グ
エ
ネ
ヲ
P

=
一
公
共
善
に
適
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
法
律
だ
け
が
そ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
の
一
般
意
志
に
よ
っ
て
の
み
確
定
さ
れ
う
る
。

四
市
民
社
会
の
い
か
な
る
成
員
も
法
律
の
権
威
以
外
の
い
か
な
る
権
威
に
服
従
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
。

ピ
ユ
イ
サ
ン
ス
・

νジ
ス
ラ
手

1
ず

オ

リ
d
v
ネ
1
h
w
マ
ン

五
市
民
社
会
と
の
関
係
に
お
け
る
法
律
は
一
般
意
志
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
立
法
権
は
起
源
的
に
は
す
べ
て
の
人
に
属
す
る
。

ア

ン

六
こ
の
権
力
が
す
べ
て
の
人
に
よ
っ
て
適
切
に
行
使
さ
れ
え
な
い
場
合
に
お
い
で
す
ら
、
そ
れ
は
一
人
に
よ
っ
て
撤
回
不
可
能
な
仕
方
で
行
使
さ
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

七
立
法
権
は
国
民
に
よ
り
代
表
者
に
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
社
会
の
確
立
の
目
的
に
正
確
に
関
連
し
て
い
る
条
件
の
も
と
に
お
い
て
の
み
、
委
ね
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

一七八九年人権宣言研究序説

八
市
民
社
会
の
目
的
は
市
民
的
自
由
に
要
約
さ
れ
う
る
の
だ
が
、
そ
の
自
由
と
は
市
民
が
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
範

プ
グ
ヲ

l
w

囲
に
お
い
て
白
か
ら
の
能
力
を
行
使
し
う
る
と
こ
ろ
の
権
能
で
あ
る
。

九
市
民
の
権
能
は
、
そ
の
思
想
、
そ
の
身
体
お
よ
び
そ
の
財
産
を
自
由
に
処
分
し
う
る
こ
と
に
帰
す
る
。

一
O

あ
ら
ゆ
る
真
の
立
法
は
諸
法
律
の
体
系
と
し
て
、
市
民
的
自
由
を
法
律
の
共
通
の
中
心
点
と
し
て
関
係
づ
け
ま
た
そ
れ
を
目
標
と
し
て
い
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
治
的
な
い
し
構
成
的
法
律
は
、
立
法
権
が
公
共
警
を
知
り
か
つ
欲
す
る
よ
う
な
仕
方
で
設
立
さ
れ
て
い
る
と
き
、

北法18(3・45)451
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説論

し
め
る
た
め
の
機
能
に
決
し
て
不
足
し
な
い
と
と
も
に
法
律
を
侵
犯
す
る
権
能
を
常
に
奪
わ
れ
て
い
る
と
き
に
、
市
民
的
自
由
に
達
す
る
。

市
民
的
法
律
は
、
所
有
の
無
限
定
な
行
使
を
公
共
善
に
紙
触
す
る
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
の
み
限
界
を
も
う
け
た
後
は
、
そ
の
余
を
各
々
の
人
間
の

理
性
に
委
ね
る
と
き
に
、
市
民
的
自
由
に
達
す
る
。

刑
事
的
法
律
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
聞
が
不
正
な
処
罰
を
恐
れ
る
こ
と
な
し
に
行
動
し
え
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
罪
を
犯
し
た
人
間
が
過
度
の
処
罰
を
恐
れ
る

こ
と
な
し
に
裁
判
さ
れ
う
る
と
き
に
、
市
民
的
自
由
に
適
合
し
て
い
る
。

宗
教
的
法
律
は
、
す
べ
て
の
人
に
、
そ
れ
が
有
益
な
行
為
を
道
徳
上
規
定
し
て
い
る
以
上
、
教
義
や
礼
拝
が
道
徳
の
諸
原
則
を
確
固
た
る
も
の
と
す

る
た
め
必
要
な
か
ぎ
り
で
以
外
は
、
教
義
や
礼
拝
に
よ
っ
て
人
間
の
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
と
き
、
市
民
的
自
由
に
適
合
し
て
い
る
。

最
後
に
、
法
律
は
、
と
り
わ
け
意
見
に
つ
い
て
、
実
定
法
律
が
何
ら
命
ず
る
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
行
動
に
お
い
て
は
、
各
人
が
遊
恥
心
に
よ
っ
て

罰
し
尊
敬
に
よ
っ
て
報
い
る
と
こ
ろ
の
立
見
の
法
の
み
に
し
た
が
っ
て
公
共
普
の
た
め
白
か
ら
を
律
す
る
よ
う
な
と
き
に
、
市
民
的
自
由
を
維
持
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

一
一
一
こ
れ
ら
の
原
則
に
依
り
、
正
当
に
統
治
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
市
民
社
会
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
市
民
は
法
律
に
よ
っ
て
禁
ぜ
ら
れ
て
は
い
な
い

よ
う
な
対
象
に
つ
い
て
の
彼
の
考
え
を
交
流
さ
せ
発
表
す
る
こ
と
に
お
い
て
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
べ
て
の
市
民
は
、
法
律
が
禁
じ
て
い
な
い
よ
う
な
彼
の
身
体
、
そ
の
行
動
お
よ
び
一
切
の
様
式
に
つ
い
て
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
べ
て
の
市
民
は
、
法
律
が
放
任
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
範
囲
に
お
い
て
そ
の
所
有
を
享
有
す
る
こ
と
に
お
い
て
自
由
た
る
べ
き
で
あ
る
。

一
三
人
間
と
市
民
の
権
利
は
、
も
し
す
べ
て
の
成
員
が
共
同
し
て
権
利
の
維
持
の
た
め
監
視
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
幻
想
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
人
は
国
民
議
会
を
、
彼
ら
自
身
に
よ
っ
て
か
あ
る
い
は
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
権
利
の
確
保
を
監
視
す
る
た
め
に
、

自
由
に
形
成
し
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ギ
ャ
ラ
ン

国
民
議
会
を
形
成
す
る
自
由
は
、
市
民
的
自
由
の
唯
一
の
保
証
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
セ
ル
ヴ

7
γ

の
案
は
、
ル
ソ

l

ハマ

l
ブ
リ
イ
ワ
〉
の
思
想
の
影
響
、
法
律
や
立
法
権
の
意
義
役
割
等
の
観
念
を
知
る
た
め
注
目
さ

れ
て
よ
い
の
で
全
訳
し
て
み
た
。

(
3
〉
ダ
ヴ
ア
リ
イ
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
主
要
な
義
務
の
宣
言
」
案
と
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
る
(
町
田
円

1
1〉
・
よ
。

一
フ
ラ
ン
ス
人
は
す
べ
て
、
神
と
宗
教
と
そ
の
祭
司
を
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
。
公
け
の
礼
拝
を
決
し
て
が
ん
γ
酌
し
で
は
な
ら
な
い
。

そ
の
身
体
が
神
聖
不
可
侵
で
あ
る
と
こ
ろ
の
国
王
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
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同

三
フ
ラ
ン
ス
人
の
徳
の
う
ち
第
一
の
も
の
は
法
律
に
対
す
る
服
従
で
あ
る
。
法
律
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
抵

抗
は
、
犯
罪
で
あ
る
。

四
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
所
有
の
比
率
に
応
じ
て
、
国
家
の
防
衛
お
よ
び
よ
い
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
人

に
保
障
す
る
と
こ
ろ
の
治
安
の
た
め
必
要
な
経
費
に
対
し
租
税
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

五
他
人
の
権
利
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈

4
〉
ク
レ
ニ
エ

l
ル
の
宣
言
案
は
、
簡
単
な
前
お
き
の
後
、
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
(
り
ふ
九
三
。

一
最
大
多
数
の
意
志
は
す
べ
て
の
人
の
法
律
で
あ
る
か
ら
、
各
市
民
は
白
か
ら
の
個
別
的
希
求
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
律
の
形
成
の
た
め
協
力

す
る
権
刺
を
も
っ
。

二
各
市
民
は
法
律
に
服
従
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
い
か
な
る
場
合
に
も
私
の
意
志
に
服
従
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

三
各
市
民
は
、
法
律
を
執
行
せ
し
め
る
任
務
を
も
っ
権
力
の
構
成
の
た
め
協
力
す
る
権
利
を
も
っ
。

四
各
市
民
は
、
現
存
法
律
お
よ
び
制
度
の
維
持
ま
た
は
廃
止
お
よ
び
新
し
い
法
律
お
よ
び
制
度
の
創
造
を
要
求
す
る
権
利
も
っ
。

五
立
法
お
よ
び
制
度
的
権
力
は
基
本
的
に
人
民
に
属
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
各
市
民
は
あ
ら
ゆ
る
権
力
の
組
織
の
た
め
協
力
す
る
権
利
を
も
っ
。

マ
シ
d
p
テ

t
w

六
こ
の
権
力
の
行
使
は
、
各
州
の
住
民
に
よ
っ
て
選
挙
人
の
数
に
比
例
し
た
数
に
お
い
て
任
命
さ
れ
る
受
任
者
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
国
民
議
会
の
開
催
の
時
期
そ
の
期
限
ま
た
は
そ
れ
ら
議
会
の
う
ち
の
一
つ
の
常
設
性
に
つ
い
て
す
ら
、
市
民
自
身
ま
た
は
そ
の
受
任
者
に
よ
っ
て
表

明
さ
れ
る
市
民
の
意
士
山
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
い
か
な
る
租
税
も
、
犠
牲
も
公
債
も
、
人
民
の
同
意
な
し
に
、
な
さ
れ
、
要
求
さ
れ
、
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

九
こ
れ
ら
の
権
利
は
自
然
権
で
あ
り
、
消
滅
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
可
侵
で
あ
り
神
聖
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
国
民
に
対

す
る
反
逆
と
い
う
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
犯
罪
を
お
か
す
こ
と
な
し
に
、
侵
害
を
加
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
権
利
は
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
無

差
別
に
所
属
し
て
い
る
の
で
、
全
市
民
は
法
律
の
限
の
前
に
は
す
べ
て
自
由
で
あ
り
、
す
べ
て
平
等
で
あ
る
。
ま
た
す
べ
て
同
じ
権
利
を
も
っ
て
い
る

オ
プ
り
ず
V
オ
ン

の
で
、
全
市
民
は
同
様
に
同
じ
義
務
と
同
じ
責
任
と
を
も
つ
の
で
あ
る
。

彼
の
演
説
は
、
「
拍
手
に
埋
め
ら
れ
、
印
刷
が
決
せ
ら
れ
た
」
(
吋
一
昨
c
)

と
い
う
か
ら
、
右
宣
言
案
も
、
咽
品
品

4
議
員
多
数
の
考
え
を
相
当
よ
く

表
現
し
与
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
の
規
定
が
、
確
定
条
項
二
条
の
直
接
民
主
制
的
立
法
権
の
思
想
を
は
っ
き
り
う
ち
出
し
た
最
初
の
も
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
ム
ニ
エ
案
一
一
に
も
そ
の
趣
旨
が
出
て
い
た
が
(
本
誌
一
五
栄
二
号
二
五
頁
〕
。
ぇ
-
Z
U
2
r
C
2
・
ω・
忌
ω・
な
お
、
彼
の
思
惣
は
、
八

北法18(3・47)453
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説

月
一
八
日
の
国
民
議
会
で
、
彼
自
身
が
要
約
し
て
改
め
て
表
明
し
て
い
る
(
一

E'Jo

/
u
a
品
出
目
」

ト
ゥ

l
レ
(
ル
ア
ン
の
代
議
口
、
同
・
↓

-
5
5
3
8・
3v-vz
一ミ

5
5
5
R』
】
々
と
】
門
]
己
目
。

F
E月
r
h
c
z
u
E
P再
三

〉

5
2己
主
め
予
]
叶
$
1
2
、
右
足
、

℃

-
E
に
よ
れ
ば
中
道
左
派
の
法
律
家
)
に
よ
り
憲
法
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
「
社
会
に
お
け
る
人
間
の
権
利
の
承
認
に
つ
い
て
、
お
よ
び
憲
法
の
基
礎

に
つ
い
て
の
主
要
な
諸
観
念
の
分
析
」
は
、
最
初
の
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
、
人
権
宣
言
こ
関
す
る
も
の
で
あ
る

3
・司
J

〈
自
)
。
第

N
段
に
は
「
自
然
権
お
よ

b

、

/

。

・

U
N印

lu日
目

、

び
市
民
権
の
平
等
」
を
「
権
利
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
社
会
秩
序
内
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
人
は
社
会
状
態
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
1
1
1
公
の
施
設
の

あ
ら
ゆ
る
地
位
、
仕
事
お
よ
び
職
の
保
持
l
l
i
に
対
し
て
同
じ
権
利
を
も
っ
・
:
」
と
い
う
、
従
来
み
あ
た
ら
ぬ
規
定
が
出
て
い
る
。
ま
た
第

V
段
で
は
、

「
自
白
と
所
有
と
平
等
を
保
障
す
る
義
務
か
ら
国
民
に
有
利
な
よ
う
に
次
の
諸
権
利
が
生
ず
る
」
と
し
て
、
立
法
権
(
国
王
と
協
同
〉
、
執
行
権
の
監
視

権
、
官
吏
の
責
任
追
求
権
を
挙
げ
て
い
る
。
第
班
段
で
は
、
国
民
の
み
に
「
憲
法
制
定
権
」
が
「
本
質
的
に
存
在
」
し
、
そ
れ
を
「
国
民
自
身
ま
た
は
そ

の
代
表
者
」
が
行
使
し
う
る
こ
と
を
規
定
。
第
百
段
で
は
、
公
権
力
を
四
ク
ラ
久
に
分
け
、
立
法
(
国
民
議
会
)
、
執
行
(
王
)
、
司
法
(
裁
判
所
)
の
ほ

か
、
(
地
方
)
行
政
権
(
州
お
よ
び
市
町
村
議
会
)
、
に
つ
き
定
義
し
て
い
る
、
等
が
注
目
さ
れ
る
。

(

5

)

 

論

(2) 

八
月
四
日
封
建
制
廃
止
宣
言
の
意
義

八
月
四
日
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
国
民
議
会
に
お
い
て
熱
狂
的
情
況
の
う
ち
に
決
議
さ
れ
た
封
建
的
諸
特
権
廃
止
の
宜
一
言
は
、

ス
革
命
史
上
、
「
新
ら
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
誕
生
」

2
4な
い
し
「
新
し
い
社
会
秩
序
の
創
造
」
(
川
口
プ
)
)
を
一
手
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
史
上

一
時
期
を
劃
し
た
「
最
も
重
要
な
決
議
」
の
一
つ
で
あ
る
。
国
民
議
会
は
引
き
続
き
同
宣
言
を
具
体
的
に
明
確
化
す
る
作
業
を
行
な
い
、

ヂ

ク

レ

同
月
一
一
日
に
は
一
八
箇
条
か
ら
な
る
相
当
詳
細
な
議
会
令
を
採
択
し
た
。
そ
の
第
一
条
冒
頭
に
臼
く
。

フ
-
フ
ン

「
国
民
議
会
は
封
建
制
度
を
完
全
に
廃
棄
す
」
戸
メ

5
5
2か

Z
g
E
r
t
E
X
E片

5
2
5こ
O

H

b

何
百
工
恥
O
L
P

戸
)
(
日
わ
さ
戸
)

何
故
に
(
イ
〉
、

真
実
の
と
こ
ろ
何
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
が
政

本
項
で
は
、
こ
の
宣
言
に
つ
き
、
何
如
な
る
背
景
・
圧
力
の
も
と
に
、

治
的
・
社
会
的
に
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
か
(
戸
〉
、
を
簡
単
に
省
察
し
た
う
え
、
人
権
宣
言
制
定
過
程
お
よ
び
そ
の
内
容
に

及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
き
(
ハ
)
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北法18(3・48)454



レ
グ
す

9
4」

Y
オ
ン
・
ポ
ピ
ユ
レ

1
A

例
七
月
一
四
日
の
パ
ス
テ
ィ
ユ
攻
略
に
象
徴
さ
れ
る
パ
リ
の
「
民
衆
の
革
命
」
は
、
「
地
方
に
む
か
つ
て
遼
原
の
火
の
よ
う
に

レ
ゲ
す
リ
ユ
シ
寸
シ
・
ペ
イ
ザ
シ
ヌ

(
3〉

拡
が
り

-
3問
、
一
一
」
時
)
、
地
方
都
市
に
お
け
る
革
命
に
、
そ
し
て
経
済
的
困
窮
と
危
機
の
も
と
に
あ
っ
た
地
方
農
村
の
「
農
民
の
革
命
一

に
発
展
す
る
。
七
月
一
四
日
の
衝
撃
の
「
決
定
的
な
影
響
」
の
も
と
に
、
農
民
が
多
く
の
地
方
で
反
乱
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は

)
 

2
1
 

(
 

領
主
の
館
を
襲
撃
し
、
領
主
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
要
求
、
と
く
に
年
貢
徴
収
権
の
根
拠
と
な
る
文
書
を
焼
き
捨
て
た
。
多
く
の
館
が
掠

(
4
)
 

奪
さ
れ
た
り
焼
か
れ
た
り
し
、
殺
人
す
ら
行
な
わ
れ
た
o

も
っ
と
も
領
主
と
農
民
と
の
間
で
友
好
的
に
交
渉
が
成
立
し
た
例
も
な
い
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
農
民
の
反
乱
は
領
主
な
い
し
貴
族
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
貴
族
の
所
有
や
特
権
と
緊
密
な
関
係
を
も

っ
て
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
土
地
や
財
産
や
身
体
に
と
っ
て
も
ひ
と
し
く
脅
威
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
議
会
は
予
想
外
の
こ
れ
ら
農
民
の
反
乱
に
当
惑
し
驚
博
し
た
が
、
譲
歩
を
拒
否
し
、
苛
酷
な
弾
圧
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

む
し
ろ
第
三
身
分
の
代
議
員
で
あ
っ
た
。
八
月
四
日
夜
タ
ル
ジ
ェ
(
一
一
一
削
州
制
抑
)
に
よ
っ
て
読
ま
れ
た
「
王
国
の
治
安
に
関
す
る
布
告
」
委

員
会
案
(
洲
一
山
一
先
立
訪
日
…
日
)
は
、
そ
の
志
向
を
示
す
。

同

国
民
議
会
は
、
地
方
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
騒
援
や
暴
行
は
「
所
有
お
よ
び
人
身
の
安
全
に
つ
い
て
の
神
聖
な
権
利
に
対
す
る
最
も
不
吉
な
侵
害
で
あ

る
」
こ
と
、
ま
た
「
無
秩
序
は
議
会
の
作
業
を
阻
害
し
公
共
善
に
対
す
る
敵
の
犯
罪
的
汁
画
に
役
立
ち
う
る
の
み
な
る
を
考
慮
」
し
、
次
の
こ
と
を
宣
言
す

ザ心。

一七八九年人権宣言研究序説

「
旧
来
の
法
律
は
依
然
と
し
て
効
力
を
有
し
、
権
威
あ
る
国
家
機
関
が
そ
れ
を
廃
止
ま
た
は
修
正
す
る
ま
で
は
執
行
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

ル

ド

グ

ア

ン

ス

プ

レ

ス

F

シ

オ

ン

「
租
税
は
従
来
の
ご
と
く
」
ま
た
「
あ
ら
ゆ
る
慣
行
的
な
年
買
お
よ
び
夫
役
ば
」
そ
の
改
正
ま
た
な
議
会
が
別
の
議
決
を
す
る
ま
で
、
「
過
去
の
ご
と

く
、
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

「
人
身
の
安
全
お
よ
び
所
有
の
安
全
の
た
め
制
定
さ
れ
た
法
律
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
遵
守
さ
る
べ
き
で
あ
る
・
」
。

北法18(3・49)455 

と
こ
ろ
が
、
若
干
の
自
由
主
義
的
貴
族
は
、
同
夜
突
如
と
し
て
大
譲
歩
の
提
案
の
口
火
を
切
り
、

「
一
種
の
魔
術
操
作
」
の
よ
う
に
、



説

議
会
を
熱
狂
的
昂
奮
の
ト
?
め
に
誘
導
す
る
。
タ
ル
ジ
ェ
の
報
告
後
、

Z
Sニ
戸
市
田
子
爵
(
肝
和
一
肝
心
m
k
い

U
P
)

(作

mvyHF)。

は

雄

弁

を

も

っ

て

論

ず

る

論

「
叛
乱
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
な
し
に
」
、
地
方
の
激
昂
を
鎮
め
自
由
と
権
利
の
確
保
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
o

農
村
が
要
求
し
て
い
る

ド
ロ
ヮ
・

4

7

1

v

v

r

a

ワ
セ
=
ヨ
リ
ウ
1

の
は
「
憲
法
で
は
な
く
て
」
、
「
貢
納
を
廃
止
し
、
副
代
官
を
な
く
し
、
領
主
の
租
税
を
軽
減
も
し
く
は
交
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
そ
し
て
武
力
に
対
す
る

に
武
装
を
も
っ
て
、
抑
制
を
知
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
「
社
会
の
破
滅
か
、
そ
れ
と
も
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
賞
讃
さ
れ
追
随
さ
れ
る
政
府
か
、
と
い
う
二
者
択

一
」
の
う
ち
、
後
者
を
確
立
す
る
た
め
に
は
「
公
共
の
平
穏
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

一
「
租
税
は
王
国
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
に
よ
り
、
そ
の
収
入
に
応
じ
、
支
払
わ
る
べ
き
こ
と
」
を
宣
言
。

ニ
「
公
的
負
担
は
将
来
す
べ
て
の
人
に
よ
り
平
等
に
支
え
ら
る
べ
き
こ
と
」
0

(

こ
の
一
と
こ
に
よ
り
、
一
切
の
納
税
免
除
廃
止

l
筆
者
、
以
下
向
じ
)

三
「
す
べ
て
の
封
建
的
租
税
は
共
肉
体
(
市
町
村
〉
に
よ
り
金
銭
に
よ
り
償
却
さ
れ
、
ま
た
は
正
当
な
評
価
に
基
づ
き
、
す
な
わ
ち
収
入
の
一

O
年
分
に
法

づ
き
共
通
の
一
年
の
収
入
を
基
準
と
し
、
交
換
さ
れ
る
こ
と
」
、
(
封
建
地
代
を
補
償
と
引
か
え
に
廃
止
)

四
「
僚
主
賦
役
、
マ
ン
モ
ル
ト
お
よ
び
他
の
人
身
的
隷
属
は
補
償
な
し
に
廃
棄
さ
れ
る
」
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
最
大
の
土
地
所
有
者
の
一
人
」
っ
か
い
)

で
あ
る
凡
広
告
HEOロ
公
爵
が
、
こ
の
提
案
を
支
持
(
日
・

U
〈
口

F
)

。

、
、
、

叛
乱
は
違
法
と
は
い
え
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
り
農
民
に
犠
牲
を
強
い
て
き
た
く
び
き
を
彼
ら
が
う
ち
く
だ
こ
う
と
し
て
い
る
緊
急
性
を
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
憲
法
を
制
定
す
る
前
に
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
要
望
の
先
頭
に
国
民
議
会
が
た
つ
て
そ
れ
に
こ
た
え
る
べ
き
こ
と
を
強
調
、
「
一
般
的
利
益
の
前
に
、

個
別
的
・
個
人
的
利
益
が
譲
歩
す
べ
き
義
務
」
を
喚
起
し
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
そ
の
能
力
に
応
じ
租
税
を
平
等
に
負
担
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
、
封
建
的
諮
権
利
一

は
し
か
し
「
真
の
財
産
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
産
は
不
可
侵
で
あ
る
」
(
公
正
は
、
公
共
の
利
益
の
た
め
白
か
ら
の
便
益
の
享
受
を
譲
り
渡
す
と
こ
ろ
の
所
有

者
に
正
当
な
補
償
を
供
す
る
こ
と
な
し
に
は
い
か
な
る
所
有
の
放
棄
を
要
求
す
る
こ
と
も
禁
ず
る
)
の
で
、
将
来
対
価
が
支
払
わ
れ
、
そ
の
「
完
全
な
支
怒

い
」
の
時
ま
で
、
「
過
去
の
と
お
り
正
確
に
税
は
支
払
わ
る
べ
き
」
で
あ
る
、
と
。

こ
の
両
貴
族
の
動
議
は
議
場
に
「
表
現
で
き
な
い
程
の
歓
喜
の
興
奮
」
を
も
た
ら
し
た
(
り
，

U
〈
戸
)
が
、

ロ
戸
回
目

UCE
己
巾

Z巾
5
0
己ロ
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(
楚
)
は
、
な
お
も
、
法
律
へ
の
服
従
と
、
市
民
兵
お
よ
び
軍
隊
に
よ
る
治
安
心
回
復
?
反
乱
の
弾
圧
)
を
強
硬
に
要
求
し
て
い

る
(
円
円
九
日
中
。
し
か
し
、

H
h
m
ロ
g
借

E
5包
(
訪
れ
幻
主
)
の
演
説
(
り
わ
・

1-)
は
農
民
の
切
実
な
戸
を
伝
え
議
場
の
趨
勢
を

決
し
た
。

伺

「
皆
さ
ん
、
公
正
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
私
達
の
差
恥
心
の
み
な
ら
ず
人
間
性
を
す
ら
侮
辱
す
る
一
証
文
を
こ
こ
に
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。
人
間
を
家
畜
の
よ
う

に
鋤
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
要
求
し
人
類
を
辱
か
し
め
て
い
る
あ
の
一
証
文
を
こ
こ
に
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。
酒
色
に
お
ぼ
れ
て
い
る
殿
様
の
限
り
を
妨
げ
る
蛙
を
な

な
か
せ
な
い
た
め
に
、
ひ
と
晩
中
池
の
水
面
を
た
た
き
通
す
こ
と
を
人
間
に
強
制
し
て
い
る
あ
の
証
文
を
、
こ
こ
に
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
、
私
達
の

う
ち
誰
が
、
こ
の
文
明
開
化
の
時
代
に
、
あ
の
け
が
ら
わ
し
い
証
文
の
罪
を
つ
ぐ
の
う
た
め
に
こ
れ
を
焼
か
ず
に
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
ま
た
公
共
の
利
益
の

祭
壇
に
そ
れ
を
犠
牲
に
捧
げ
る
た
め
に
炎
を
持
っ
て
来
ず
に
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
が
、
封
建
的
租
税
は
何
で
あ
れ
す
べ
て
自
由
に
買
戻
し
の
で
き
る

金
納
税
に
か
え
る
こ
と
を
人
民
に
約
束
し
な
い
で
、
ま
た
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
公
布
し
よ
う
と
す
る
法
律
が
人
民
が
正
当
に
も
不
平
を
も
っ
て
い
る
あ
の
租
税

の
小
さ
な
跡
形
ま
で
根
絶
し
な
い
な
ら
ば
、
、
ど
う
し
て
こ
の
騒
然
た
る
フ
ラ
ン
ス
に
平
穏
を
と
り
も
ど
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
。
・

「
人
権
は
人
間
を
自
由
に
し
ま
す
。
人
間
が
自
由
と
な
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
人
民
、
一
つ
の
自
由
な
国
民
、
そ
し
て
一
つ
の
主
権
者
の
み
が
存
在
す
べ
き

γ

h
寸

Y

パ

7

b

w

V

エ
フ
・
ヲ
ン
ト

で
あ
り
ま
す
。
自
由
と
良
き
憲
法
の
た
め
に
は
封
建
制
を
犠
牲
に
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
現
物
地
代
権
も
、
全
納
責
税
も
、

フ

イ

ス

カ

リ

テ

グ

b
F
7
イ
エ

徴
税
も
、
書
記
も
、
年
白
石
仏
ω
自
己
ロ
件
。
も
存
続
し
ま
す
。
私
達
は
い
つ
ま
で
も
貴
族
制
の
暴
政
と
専
制
の
も
と
に
と
ど
ま
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
:
・
封
建
制
の

跡
形
を
少
し
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
の
所
有
者
達
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
の
模
範
に
従
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
:
・
。
」

一七八九年人権宣言研究序説

大
拍
手
を
も
っ
て
報
い
ら
れ
た
こ
の
演
説
に
続
い
て
無
数
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
正
義
と
人
間
性
へ
の
感
動
そ
し
て
公
共
善
と
愛
国
の
情

熱
に
か
ら
れ
て
封
建
的
諸
特
権
の
放
棄
が
続
い
た
丹
・

PIU勾
F
)
。
臼
く
、
軍
事
年
金
の
濫
用
に
反
対

ph.)、
刑
罰
の
平
等
お
よ
び
一
切
の

公
職
就
任
の
可
能
性
の
提
案
(
刊
酢
ァ
ル
不
l
)
、
領
主
裁
判
(
一
民
一
一
諸
)
の
廃
止
(
ぷ
)
、
教
会
財
産
の
買
戻
し
(
引
け
げ
取
引
.
)
、
排
他
的
狩
猟

カ
ジ
ユ
エ
ル

権
の
廃
止
の
が
口
紅
ザ
ッ
ク
・
)
、
裁
判
の
無
償
(
則
二
)
、
司
祭
の
謝
礼
の
廃
止
、
十
分
の
一
税
に
代
う
る
に
金
納
税
と
し
、
買
戻
し
可
能

と
す
る
(
針
貯
ト
ン
l
)
、
排
他
的
鳩
小
屋
権
の
廃
止
、
地
方
の
多
く
の
州
や
都
市
や
管
区
の
封
建
的
特
権
の
廃
止
(
比
一
山
一
比
一
流
一
説
法
、
売
官

北法18(3・51)457 



説

制
お
よ
び
高
等
法
院
の
廃
止
、
等
々
。
そ
し
て
、
結
論
的
に
議
長
が
要
約
し
議
会
が
決
議
し
た
「
主
要
項
目
」
は
、
次
の
通
り
。

廃
止
。

論

領 農
主奴
的 お
租よ
税び
を マ
買Zγ
¥，，:7モ

戻セル
すト
可手の
官EZ資
性主格
o 主

い
か
な
る
名
称
の
下
に
そ
れ
が
存
在
す
る
に
せ
よ
、

四

狩領
猟主

裁
鳩判
小権
屋の

廃
放f止
兎Z
の
排
他
的
権
矛IJ

の
廃
止

五

十
分
の
一
税
を
表
わ
し
て
い
る
税
の
金
納
制
。

い
か
な
る

a

種
類
で
あ
れ
あ
ら
ゆ
る
十
分
の
一
税
の
買
戻
し
可
能
。

」‘

ノ¥戸七

金
銭
的
な
あ
ら
ゆ
る
特
権
お
よ
び
免
除
の
廃
止
。

八

ア
ザ
シ
ブ
レ
・
プ
ロ
グ
ア
・
J
t
J

ア
A

一
七
八
九
年
の
は
じ
め
か
ら
、
州
の
議
会
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

い
か
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
れ
租
税
は
、

と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
平
等
で
あ
る
。

九

あ
ら
ゆ
る
市
民
は
文
民
的
お
よ
び
軍
人
的
職
業
に
就
任
可
能
。

O 

無
償
の
裁
判
所
を
近
く
設
立
し
、
官
職
の
売
買
を
禁
止
す
る
こ
と
を
宣
言
。

州
お
よ
び
都
市
の
個
別
的
特
権
の
放
棄
。
強
制
委
任
を
受
け
て
い
る
代
議
員
は
、

そ
の
選
挙
人
に
対
し
同
意
を
要
請
す
る
書
簡

を
書
く
こ
と
を
宣
言
。

四

ボ
ル
ド
ー
な
ど
、
多
く
の
都
市
の
諸
特
権
の
放
棄
。

伝円以
O
H
同
お
よ
び

gnえ
の
権
利
、
聖
戦
禄
取
得
納
金
、
聖
職
禄
の
多
元
性
の
廃
止
。

テ

ィ

I

A

特
許
証
な
し
に
取
得
さ
れ
た
年
金
の
廃
棄
。

パ
リ
、

リ
オ
ン
、

一
五

同
業
組
同
業
組
合
代
表
者
会
議
の
改
革
。

:
:
1
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払町一翫
rr式
に
国
王
と
議
員
が
出
席
、
国
王
に
一
フ
ラ

γ
ス
の
自
由
の
取
県
私
〕
の
称
号
を
贈
る
決
議
が
な
さ
れ
、
国
王
万
才
、
歓
喜
の
叫

び
が
議
場
、
傍
聴
席
を
充
た
し
、
午
前
二
時
会
議
は
終
っ
た
。

)
 

司

D(
 
何
故
に
こ
の
よ
う
な
経
緯
・
結
果
と
な
る
に
至
っ
た
か
。
そ
れ
は
よ
く
準
備
さ
れ
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
八
月
一
一
一
日
夜
か

ら
四
日
に
か
け
て
、
約
一

O
O名
の
代
議
員
が
、
カ
フ
ェ
・
ア
モ
リ
の
「
ブ
ル
ト
ソ
・
グ
ラ
ブ
」

(
Qロ
ゲ
可
2
0
2
)

に
集
ま
り
、
決
議
内

容
や
戦
術
が
討
議
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
抜
き
打
ち
的
採
決
を
予
知
で
き
な
い
反
対
派
の
多
数
が
夜
の
会
議
に
欠
席
す
る
こ

マ
ヌ
!
u
w
n

・パ
λ

A

マ
シ
テ
l

A

、

，

こ

-

と
を
見
こ
し
た
「
議
会
的
作
戦
の
結
果
」
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
コ
v
じ
が
、
そ
の
よ
う
な
術
策
に
出
た
基
本
的
原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。

/
l
フ
ノ
、

決
定
的
な
要
因
は
、
前
述
地
方
農
民
の
反
乱
の
圧
力
と
脅
威
で
あ
る
o

そ
れ
は
、
「
一
切
の
封
建
的
制
度
の
暴
力
的
廃
止
で
あ
り
:
:
:
」

(
9〉

「
農
民
の
大
革
命
が
合
法
的
な
形
式
に
よ
ら
ず
立
法
者
の
意
志
を
よ
そ
に
肱
就
し
た
」
こ
と
を
意
味
し
た
と
い
え
よ
う
o

こ
の
ほ
と
ん
ど

全
地
方
に
ま
た
が
る
農
民
の
革
命
を
前
に
し
て
、
鎮
圧
に
よ
る
秩
序
回
復
か
、
譲
歩
に
よ
る
「
既
成
事
実
に
の
追
認
か
、
の
二
者
択
一
に

迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
o

前
者
は
、
地
方
の
多
く
の
「
常
任
委
員
会
」
や
国
民
軍
に
よ
っ
て
既
に
実
行
さ
れ
、
苛
酷
な
弾
圧
や
処
刑
が
な
さ

れ
て
い
た
。
八
月
三
日
夜
の
国
民
議
会
で
も
混
乱
の
主
謀
者
を
非
難
し
、
抑
圧
が
提
案
さ
れ
(
さ
す
が
に
議
会
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
断
行

臼

す
る
こ
と
に
臨
時
〉
、
四
日
の
タ
ル
ジ
エ
の
報
告
し
た
案
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
広
汎
か
つ
強
硬
な
鎮
圧
は
困
難
で
あ
る
の
み
な
ら

一七八九年人権宣言研究序説

ず
危
険
で
も
あ
っ
た
o

弾
圧
に
は
王
の
軍
隊
を
要
請
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
は
国
民
議
会
が
王
に
|
|
反
革
命
貴
族
の
勢
力
と
と
も

に

!
l革
命
を
阻
止
す
る
手
段
を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
、
内
乱
が
起
り
、
守
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
農
民
が
分
裂
敵
対
抗
争
す
る
に
い
た
り
、

そ
の
永
び
く
か
も
し
れ
な
い
内
乱
に
よ
っ
て
ア

γ
シ
ャ

γ
・
レ
ジ
ー
ム
は
そ
れ
だ
け
永
続
す
る
だ
ろ
う
し
、
革
命
は
遂
に
失
敗
す
る
だ
ろ

〉

h

ノ・・・・・・。

こ
の
ジ
レ

γ
マ
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
、
後
者
の
基
本
線
を
正
面
に
出
し
て
革
命
的
農
民
お
よ
び
民
衆
の
輿
望
に
満
足
を
与
え
ざ
る
を

え
ず
、
国
民
議
会
の
声
望
と
権
威
を
高
め
る
と
同
時
に
、
緒
に
つ
き
は
じ
め
た
革
命
を
救
い
、
他
面
、
実
質
的
に
は
貴
族
お
よ
び
有
産
市

北法18(3・53)459 



説

民
の
死
活
的
な
い
し
重
要
な
既
得
権
(
と
く
に
財
産
権
)
を
温
存
確
保
す
る
、

と
い
う
両
面
作
戦
(
な
い
し
妥
協
方
針
)
が
、
準
備
・
決

北法18(3・54)460

論

行
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
自
由
主
義
的
貴
族
が
「
賢
明
な
」
政
策
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
と
り
え
た
の
は
、
彼
ら
が
「
大
部
分
の

革
命
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
ー
法
律
家
や
都
市
市
民
」
よ
り
、
「
農
村
の
ほ
ん
と
う
の
気
持
」
を
よ
り
身
近
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

し
、
寛
大
さ
や
政
治
家
的
巧
妙
さ
に
た
け
て
い
た
か
ら
と
も
い
わ
れ
る
。

同
八
月
五
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
、
宣
言
を
条
項
に
起
草
、
討
議
、
修
正
の
後
(
ぽ
州
山
城
一
福
山
町
激
)
確
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
最
終

的
「
諸
特
権
の
廃
止
に
関
す
る
議
会
令
」
は
、
次
の
通
(
山
口
(
り
・
わ
-K官・
)
0

(ロ)

サ
Y

V
ユエ
hw

第
一
条
国
民
議
会
は
封
建
制
度
を
完
全
に
廃
棄
す
。
国
民
議
会
は
、
封
建
的
な
ら
び
に
年
貢
的
権
利
お
よ
び
義
務
の
う
ち
、
物
権
的
な
い
し
人
身
的
マ

ン
モ
ル
ト
と
人
身
的
隷
属
制
と
に
関
す
る
も
の
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
無
償
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を
命
ず
。
他
の
も
の
は
す
べ
て

買
戻
し
う
る

(Enzzzg)
と
宣
言
さ
れ
、
買
い
戻
し
の
価
格
お
よ
び
方
法
は
、
国
民
議
会
に
よ
り
決
定
さ
る
べ
し
。
こ
の
議
会
令
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ざ
る

上
述
の
諸
権
利
・
義
務
は
、
買
い
戻
さ
れ
る
ま
で
は
な
お
継
続
的
に
徴
集
さ
る
べ
し
。

第
二
条
鳩
小
屋
(
『
巳
2
2
8
F
E
r
-
2
ω
)
の
排
他
的
権
利
は
廃
止
さ
る
。
鳩
は
共
同
体
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
時
期
に
は
閉
じ
込
め
ら
る
べ
し
。
そ
の

時
期
に
は
、
鳩
は
獲
物
と
み
な
さ
る
べ
く
、
各
人
は
自
己
の
土
地
の
上
に
て
そ
れ
を
殺
す
権
利
を
も
っ
ベ
し
。

ギ
ヤ

νν
男
・
ウ
グ
エ
砂
ト

第
三
条
狩
猟
お
よ
び
放
兎
の
排
他
的
権
利
も
伺
様
に
廃
止
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
所
有
者
は
、
公
安
に
関
し
て
判
定
さ
れ
る
こ
と
の
あ
り
う
る

警
察
法
を
遵
守
す
る
こ
と
の
ほ
か
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
獲
物
を
そ
の
所
有
物
の
上
に
お
け
る
か
ぎ
り
で
、
殺
し
ま
た
は
殺
さ
せ
る
権
利
を
も
っ
。

あ
ら
ゆ
る
狩
猟
官
管
区
は
た
と
い
王
室
の
も
の
で
も
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
狩
猟
を
す
る
た
め
の
留
保
は
、
い
か
な
る
名
称
の
下
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
同

様
に
廃
止
さ
れ
る
。
国
王
の
所
有
地
お
よ
び
国
玉
の
個
人
的
な
快
適
さ
の
自
由
お
よ
び
維
持
の
た
め
ふ
さ
わ
し
い
尊
敬
と
両
立
す
る
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、

そ
の
こ
と
は
規
定
さ
る
べ
し
。
:
・

第
四
条
す
べ
て
の
領
主
裁
判
は
い
か
な
る
補
償
も
な
し
で
廃
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
領
主
裁
判
官
は
国
民
議
会
に
よ
り
新
た
な
司
法
制
度
が
確
立
さ
れ

る
ま
で
は
そ
の
職
務
を
継
続
す
べ
き
も
の
と
す
。

む

F
V
Vア
ア
Y
ス

第
五
条
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
十
分
の
一
税
お
よ
び
い
か
な
る
名
称
の
下
に
で
あ
れ
・
:
そ
れ
に
代
る
と
こ
ろ
の
諸
賦
課
税
は
、
戒
律
外
の
お
よ
び
戒
律
に

し
な
が
う
宗
団
、
聖
職
禄
者
、
教
会
財
産
マ
ン
モ
ル
ト
の
人
達
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
徴
収
さ
れ
て
い
る
も
の
は
:
・
廃
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
他
の
方
法
を
も
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っ
て
神
を
礼
拝
す
る
た
め
の
支
出
、
祭
司
の
生
計
、
貧
者
の
慰
撫
、
教
会
お
よ
び
司
祭
館
の
修
理
お
よ
び
再
建
・
な
ど
の
資
金
に
つ
き
配
慮
す
る
も
の
と
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
、
状
態
が
供
さ
れ
、
旧
十
分
の
一
税
収
納
者
が
そ
の
代
替
を
享
受
す
る
状
態
に
入
る
ま
で
は
、
国
民
議
会
は
上
述
十
分
の
一

税
は
法
律
に
し
た
が
い
慎
習
的
な
方
法
で
引
き
続
き
徴
収
さ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
。

他
の
十
分
の
一
税
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
国
民
議
会
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
方
法
に
よ
っ
て
買
い
戻
し
う
る
。
そ
し
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て
な
さ
る
べ
き
規
制
の
時
ま
で
は
、
国
民
議
会
は
そ
の
徴
収
は
同
様
に
継
続
さ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
。

第
六
条
永
代
的
地
代
(
月
三

g
rロ
丘
町
虫
阿
国
門
司
恥

zo--2)
は
す
べ
て
、
金
納
で
あ
れ
物
納
で
あ
れ
、
そ
の
種
類
、
そ
の
起
源
、
そ
の
帰
属
す
べ
き
人

V
ヤ
ン
パ
1
M
W

の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
・
:
買
戻
し
う
る
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
名
称
の
下
に
お
け
る
物
納
年
貢
も
議
会
の
定
め
る
率
に
お
い
て
同
様
な
る

べ
し
。
爾
後
将
来
に
わ
か
っ
て
、
償
還
し
え
ざ
る
賦
課
税
の
創
説
は
禁
止
さ
る
。

第
七
条
裁
判
所
お
よ
び
市
町
村
役
場
の
官
職
の
売
官
制
は
こ
の
瞬
間
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。
裁
判
は
無
償
に
て
な
さ
る
べ
し
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
官
職
に

配
属
さ
れ
て
い
る
職
員
ば
、
議
会
に
よ
り
彼
ら
に
そ
の
償
却
金
を
給
す
る
方
法
が
規
定
さ
れ
る
ま
で
ば
、
そ
の
職
務
の
執
行
を
継
続
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
報

酬
を
受
く
べ
し
。

第

八

条

農

村

の

司

祭

の

謝

礼

権

2
5
-
z
g
m
s
r
)
は
廃
止
さ
れ
る
o

聖
職
者
年
収
の
増
加
お
よ
び
助
任
司
祭
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

た
だ
ち
に
支
払
い
は
停
止
さ
る
べ
し
。
都
市
の
司
祭
に
つ
い
て
は
そ
の
将
来
を
規
定
す
る
規
則
が
制
定
さ
る
べ
し
。

ジ
ユ
プ
Y
ィ

ド

ペ

山

戸

セ

プ

γ
オ
ン

第
九
条
献
納
金
に
か
ん
す
る
金
銭
的
、
人
身
的
な
い
し
物
権
的
諸
特
権
は
永
久
に
廃
止
さ
れ
る
。
徴
集
は
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
対
し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
財

産
に
対
し
、
同
様
の
様
式
丸
よ
び
同
様
の
形
態
で
な
さ
る
べ
し
。
あ
ら
ゆ
る
租
税
は
、
当
課
税
年
度
の
最
近
の
六
箇
月
に
つ
い
て
す
ら
、
比
例
的
な
支
払
い
が

実
行
さ
れ
る
よ
う
な
手
段
が
用
意
さ
る
べ
し

Q

第
一

O
条
一
つ
の
国
民
的
憲
法
お
よ
び
公
的
自
由
は
、
若
干
の
州
が
享
受
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
諸
特
権
よ
り
も
諸
州
に
と
っ
て
よ
り
利
益
が
大
き
く
、
主
た

ペ

イ

カ

ン

ト

ン

そ
れ
を
犠
性
に
供
す
る
こ
と
が
帝
国
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
緊
密
な
結
合
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
の
で
、
諸
州
、
公
園
、
地
方
、
郡
、
都
市
お
よ
び
住
民
共

同
体
の
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
諸
特
権
は
、
金
銭
的
で
あ
れ
い
か
な
る
他
の
性
格
の
も
の
で
あ
れ
、
復
帰
す
る
こ
と
な
く
廃
止
さ
れ
、
全
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
の

V
回

V

・2
マ
V

共
通
の
法
の
な
か
に
融
合
さ
る
べ
し
。

第
一
一
条
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
出
生
の
差
別
な
く
、
教
会
的
・
市
民
的
・
軍
人
的
官
職
へ
就
任
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
い
か
な
る
有
用
な
職
業
も

ヂ

ロ

グ

ヤ

ン

ス

資
格
除
外
を
も
た
ざ
る
べ
し
。

北法18(3 ・ ~5)461 

第
一
二
条

将
来
に
お
い
て
は
、
ロ

l

マ
の
法
王
庁
、
ア
ヴ
イ
ニ
ヨ
ン
の
副
法
王
特
使
庁
、
リ
ユ
セ
ル
ヌ
の
法
王
特
派
使
節
館
に
、
聖
職
禄
取
得
納
金
ま
た
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は
そ
の
他
い
か
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
い
か
な
る
税
金
も
納
入
せ
ら
れ
ざ
る
べ
し
。
-

第
二
二
条
(
都
会
聖
職
者
の
諾
特
権
の
廃
止
。
略
)

第
一
四
条
(
二
一

0
0
0
り
l
ヴ
ル
以
上
の
収
入
あ
る
多
種
の
聖
職
禄
は
将
来
廃
止
。
略
)

第
一
五
条
(
国
民
議
会
の
調
査
に
よ
り
、
国
王
と
協
力
し
、
過
大
な
年
金
・
恩
恵
・
給
与
は
廃
止
。
略
)

第

一

六

|

一

八

条

略

北法13(3・56)462

論

八
月
四
日
の
決
議
の
あ
と
農
民
大
衆
は
城
を
焼
く
の
を
や
め
た
。
彼
ら
は
、
し
か
し
、

冒
頭
の
匂
を
文
字
通
り
に
受
取
っ
た
が
、
地
代
等
の
徴
集
は
買
い
戻
し
の
補
償
支
払
い
ま
で
無
期
限
に
継
続
す
る
規
定
の
「
矛
盾
」
に
気

付
き
、
議
会
の
布
告
に
基
づ
き
執
達
吏
が
到
着
し
た
と
き
、
領
主
の
封
建
制
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

(b) 

「
封
建
制
度
を
完
全
に
廃
棄
す
」
と
い
う

「
に
え
湯
を
の
ま
さ
れ
た
」

(
一
チ
)
と
感
じ
た
。

償
額
は
賓
農
に
は
も
ち
ろ
ん
「
若
干
の
金
を
も
っ
」
農
民
に
と
っ
て
も
支
払
い
不
可
能
な
程
の
高
額
で
あ
っ
た
(
買
戻
し
率
は
、
貨
幣
地

代
は
二

0
ヶ
年
分
、
生
産
物
地
代
は
二
五
ヶ
年
分
と
定
め
ら
れ
た
)
0

封
建
制
度
の
「
形
式
は
消
滅
」
し
た
が
、
そ
の
「
実
質
が
消
滅
す

る
に
は
多
く
の
時
日
を
要
L
」
、
最
後
の
封
建
地
代
の
全
廃
は
、
王
制
崩
壊
後
の
立
法
議
会
(
ト
ヨ
日
仁
酔
飢
)
お
よ
び
ジ
ロ
ン
ド
派
没
落
後

の
国
民
公
会
の
議
決
(
ト

J
d一
長
枇
)
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か

3
w

し
か
し
以
上
の
よ
う
な
重
要
な
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
宣
言
の
意
義
は
「
き
わ
め
て
重
要
」
で
あ
る
o

ソ
ブ
ー
ル
の
要
紙
を
引

「
農
民
一
授
は
再
び
各
地
で
再
燃
し
激
化
し
て
ゆ
く
」
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
国
民
議
会
が
制
定
す
る
こ
と
に
な
る
補

用
し
よ
う
。

議
会
は
旧
制
度
と
封
建
制
を
破
壊
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
法
律
的
統
一
が
、
法
の
前
に
お
け
る
高
人
の
平
等
と
並
ん
で
、
実
現
さ
れ
た
o

す
な
わ
ち
も

は
や
家
門
に
よ
る
貴
族
と
金
に
よ
る
貴
族
と
を
区
別
す
る
も
の
は
な
く
な
っ
た
。
今
後
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
同
じ
権
利
と
義
務
と
を
も
ち
、
ど
ん
な
役

職
に
も
つ
け
る
し
、
向
じ
租
税
を
払
う
。
い
ま
や
古
い
フ
ラ
ン
ス
の
雑
多
な
枠
が
こ
わ
さ
れ
、
池
方
の
慣
習
や
、
都
市
と
農
村
の
特
権
が
消
え
う
せ
て
、
国
土

が
統
一
さ
れ
る
。
議
会
、
か
何
も
か
も
を
き
れ
い
に
地
な
ら
し
し
た
の
で
あ
る
。
」



け

同
人
権
宣
言
制
定
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
封
建
制
度
廃
止
宣
言
と
議
会
令
が
介
在
す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
か
o

制

定
過
程
に
焦
点
を
あ
て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
ヴ
ァ
ル
シ
ュ
も
ク
レ
ヴ
ェ
コ
ル
シ
も
、
こ
の
点
殆
ん
ど
全
く
考
察
を
欠
く
。
前
者
は
、

人
権
宣
言
起
草
の
審
議
が
八
日
間
「
中
断
」
し
た
と
観
察
し
、
八
月
四
日
の
決
議
に
よ
る
「
封
建
制
」
の
倒
壊
が
「
全
フ
ラ
ン
ス
」
お
よ

び
「
(
人
権
)
宣
言
の
主
義
」
の
た
め
一
大
き
な
成
果
」
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
人
が
「
よ
り
統
一
さ
れ
た
も
の
」
と
感
じ
て

宣
言
の
討
議
を
進
め
う
る
よ
う
に
な
っ
た
「
効
果
」
を
認
め
る
に
と
ど
ま
加
v

ま
た
、
後
者
は
、
ジ
イ
ベ
ル
を
引
用
(
日
目
-yd〈吟

zga)、

労
働
の
自
由
、
権
利
の
平
等
、
国
家
の
統
一
性
、
を
獲
得
し
た
こ
と
を
一
言
す
る
に
と
ど
ま
り
、
八
月
四
日
宣
一
一
一
日
お
よ
び
一
一
日
議
会

令
の
布
告
の
意
義
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
を
欠
く
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
両
者
と
も
に
、
人
権
宣
言
討
議
を
形
式
的
に
限
定
し

活
性
一
信
M
総
一
位
一
信
服
岨
に
)
、
ま
た
宣
言
の
思
想
・
内
容
を
議
会
の
議
場
の
レ
ベ
ル
の
み
で
取
扱
い
、
国
(
農
)
民
大
衆
の
圧
力
と
の
立
体

的
視
野
の
も
と
に
考
察
す
る
態
度
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
o

同

し
か
し
、
封
建
制
廃
止
宣
言
と
議
会
令
の
成
立
は
、
人
権
宣
言
審
議
と
全
く
同
じ
機
関
・
国
民
議
会
の
作
品
で
あ
る
の
み
な
ら
ず

Q
M詩
帥
一
間

mM唯
一
叫
)
、
そ
の
作
成
渦
程
に
革
命
的
農
民
大
衆
の
要
求
な
い
し
そ
れ
に
対
す
る
反
応
が
決
定
的
に
関
与
し
て
お
り
、
か
っ

人
権
宣
言
の
内
容
と
実
質
的
に
同
一
な
い
し
関
連
す
る
重
要
事
項
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
人
権
宣
言
審
議
過
程

の
特
殊
な
一
環
と
し
て
、
そ
の
た
ち
入
っ
た
考
察
を
遂
行
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

一七八九年人権宣言研究序説

「
爾
後
人
権
宣
言
と
憲
法
が
そ
の
上
に
建
設
さ
れ
う
る
土
台
の
障
碍
が
と
り
除
か
れ
、

ま
ず
、

そ
し
て
八
月
四
日

ル
フ
ェ

1
ブ
ル
が

夜
の
あ
ら
ゆ
る
結
果
の
う
ち
で
最
も
争
そ
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
ま
さ
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
聞
に
お
け
る
と
同
様
に
領
土
の
あ

ユ

ェ

テ

・

シ

ナ

オ

ナ

A

(

別
)

ら
ゆ
る
部
分
相
互
間
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
こ
の
国
民
的
統
一
性
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
c

シ
ェ
イ
エ
ス
、
グ
レ
ル
モ
ン
・
ト
ネ
l
ル、

北山18(3・57)463

ゆ
さ
ら
に
た
ち
入
っ
て
微
視
的
に
、
従
来
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ヅ
ト
、

ム
ニ
エ
の
権
利
宣
言
案

な
い
し
報
告
と
比
較
し
、

か
っ
、
人
権
宣
言
確
定
条
項
と
対
比
す
る
と
き
は
、
興
味
深
い
若
干
の
特
色
を
発
見
で
き
る
。



説

従
来
な
か
っ
た
が
(
恥
日
札
、

h
醐
引
い
川
勺
)
、
人
権
宣
言
確
定
条
項
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
条
項
と
し
て
、
法
の
前
の
平
等
の
具
体
的
コ
ロ

ラ
リ
ー
と
し
て
の
、
能
力
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
公
職
に
つ
き
う
る
こ
と
を
宣
し
た
、
確
定
条
項
六
条
四
項
で
あ
る
(
一
一
一

T
E帥
ト
制
限
一
一
)υ

ア
メ
リ
カ
の
州
憲
法
の
宣
言
に
は
あ
る
が
、
従
来
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
こ
の
規
定
は
、
八
月
四
口
宣
言
の
第
九
項
、
一
一
日
議
会

北法18(3・58)464

日命

令
の
第
一
一
条
に
明
確
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
農
民
大
衆
に
と
っ
て
は
、
身
分
と
同
時
に
土
地
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
重
大

な
意
味
を
も
っ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
確
定
条
項
二
ニ
条
の
、
租
税
が
「
す
べ
て
の
市
民
の
聞
に
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と

L
く
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
宣
言
は
、
従
来
の
案
で
は
「
同
意
」
原
則
合
一
一
一
時
八
、
)
お
よ
び
「
比
例
」
原
則
(
れ
は
い
川
出
ヒ
ハ
京
4
弘
ヰ
盟
諸
政
能
)
は
規
定
し

「
平
等
」
原
則
に
つ
い
て
明
示
す
る
と
こ
ろ
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
八
月
四
日
宣
言
の
七
・
八
項
が
明
示
、
一
一
日
議

て
い
る
が
、

会
令
の
第
九
条
が
詳
し
く
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
、
新
た
に
影
響
し
た
と
解
し
う
る
。

つ
い
で
、
従
来
の
案
に
も
あ
っ
た
が
、

一
般
的
・
抽
象
的
な
宣
言
が
具
体
的
・
詳
細
に
は
何
を
意
味
す
る
か
が
明
ら
か
と
な
り
、
宣
言

確
定
条
項
の
力
強
さ
を
補
強
し
た
と
解
し
う
る
も
の
と
し
て
、
確
定
第
一
条
の
人
間
の
平
等
の
大
原
則
お
よ
び
第
六
条
三
項
の
法
の
下
の

平
等
の
原
則
が
あ
る
。
八
月
四
日
宣
言
の
一
・
三
・
四
・
一
一
・
一
二
・
一
三
項
が
関
連
し
、

O
条
が
、
農
民
大
衆
が
封
建
的
し
つ
こ
く
、
と
く
に
人
身
的
隷
属
〈
農
奴
)
か
ら
解
放
さ
れ
法
的
に
平
等
な
市
民
に
な
っ
た
こ
と
の
具
体

一
一
日
議
会
令
第
一
・
二
・
三
・
四
・
一

的
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
微
妙
か
つ
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
重
要
性
を
も
っ
問
題
と
し
て
残
る
の
が
、
確
定
一
七
条
の
所
有
権
の
「
神
聖
」
「
不
可
侵
」
性

と
「
正
当
な
補
償
」
な
く
し
て
収
用
は
不
可
能
と
し
た
規
定
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
八
月
四
日
夜
エ

1
ギ
ヨ

γ
公
爵
が
、
封
建
的
諸

権
利
も
「
真
の
財
産
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
産
は
不
可
侵
」
だ
か
ら
、
対
価
の
「
完
全
な
支
払
い
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ

て
い
る
(
日
伊
良
)
の
は
、
「
資
本
主
義
的
精
神
の
浸
透
」
を
示
し
、
第
三
身
分
の
所
有
権
の
観
念
話
相
臨
帥
艶
鰐
九
一
お
↓
U
L
r

立
t
J」
れ
恥
た
)
と



性
質
お
よ
び
論
理
に
お
い
て
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

し
た
が
っ
て
確
定
一
七
条
の
所
有
権
の
保
障
は
、

一
一
日
議
会
令
の
第
一
・
五
・
六
条
の
「
買
い
戻
し
」
の
論
理
と
方
式
に
一
致
す
る
こ
と
を

八
月
四
日
の
封
建
制
廃
止
宣
言
二
・
六
項
、

確
認
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
封
建
的
な
人
身
の
隷
属
と
は
無
関
係
と
さ
れ
た
封
建
的
財
産
権
ー
ー
そ
の
帰
属
者
で
あ
る
貴
族
お

よ
び
緊
密
な
利
害
関
係
を
も
っ
て
い
る
事
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
(
院
議
議
詳
細
忠
い
た

)
lー
も
、
確
定
一
七
条
で
保
護
さ
れ
、
実
質

上
農
民
大
衆
の
要
求
は
二
七
八
九
年
八
月
の
時
点
で
は
度
外
視
な
い
し
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
一
貫
し
て
資
本
主
義
(
有
産
者
〉
的
経
済

法
則
(
所
有
権
不
可
侵
)
が
貫
徹
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
o

(1)

マ
チ
ェ
、
ね
づ
ま
さ
し
、
市
原
豊
太
訳
、
プ
ラ
γ
ス
大
革
命
、
岩
波
文
庫
、
一
二
三
良
。

(2)

』
・
玄
・
同
，

yo
ヨヨ
c
p
吋
『
巾

F
g
n
y
河
内
〈
♀
己

E
P
。
弘
C
H
P
S印
H
¥
w

ヲ
巴
-

(
3
〉
の
-
F広
島
ヨ
ク

ρ
E可。
I
i口
問
丹

l
E丘
、
司
R
F
S
8・匂
-E唱
え
m-

ル
フ
ェ

l
ヴ
ル
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
、
単
一
の
革
命
で
は
な
く
、
貴
族
革
命
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
、
民
衆
革
命
、
農
民
革
命
と
い

5
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
具
え
た
別
々
の
原
因
・
経
過
・
志
向
・
結
果
を
も
っ
革
命
の
集
合
体
と
し
て
把

鐙
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
。
ル
フ
ェ
!
ヴ
ル
、
柴
田
三
千
雄
訳
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
農
民
(
原
文
、
一
九
三
二
年
)
、
未
来
社
、
一
九
五
六
年
。

柴
田
三
千
雄
、
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
1

1
フ
ラ
ン
ス
の
ば
あ
い
|
|
、
西
洋
経
済
史
講
座
、

N
、
岩
波
、
一
九
六

O
年
、
三
三
頁
。

(

4

)

門広
$
2
9
0司
-
n
F
℃

-
g由
1
5∞
・
マ
チ
ェ
、
前
掲
書
、
一

O
七
l
一
O
九
頁
。
ポ
ー
ル
・
ニ
コ
ル
著
、
金
沢
誠
・
山
上
正
太
郎
共
訳
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
白
水
社
、
一
九
六

O
年
、
訳
出
一
九
六
五
年
、
七
四
頁
。
た
だ
し
、
殺
人
に
つ
い
て
は
、
ル
フ
ェ

l
ブ
ル
は
、
記
録
の
根
拠
が

な
い
と
し
て
い
る
。

(

5

)

ニ
コ
ル
、
前
掲
書
、
七
四
頁
。

(

6

)

マ
チ
ェ
、
前
掲
害
、
一

O
九
頁
。
河
野
健
二
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
小
史
、
岩
波
新
書
、
一
九
五
九
年
、
八
六
頁
。

(
7
〉
の
・
戸
murfく
ク
戸
白
河
AV〈
c-c巳
O
D
『

B
ロ
AUmfp

】

V
R
F
S印同相同
V-E-
一仏戸

gh叩

g
p
ρ
戸内二円。
lAユロ肉汁
lロ巾戸町・
0
司
・
巳
了
間
】
・
ロ
∞
lH∞N
-

〈

8
)

】・
7
向

-w
叶，

r
o日間
wmcp
吋
r
o
p
o
s
v
H
N
2
0
}
丘一
02・
。
ぇ
O
L
-
S印
ゲ
ヲ
巴
・
「
(
封
建
制
の
〉
廃
止
、
新
社
会
秩
序
の
創
造
は
、
諸
地
方
の
作
品
で

あ
っ
た
」
。

(
9〉
』

-
V
R
Y
E
E
C
-
B
凹

o
n
E
2
Z
2
a
?
5
0
0
)、
F
y
r
n
u
oロ目安
c
g
z
(
コglH芯
5
・

31ω
・
ヤ

N
叶
∞
噌
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説

(
叩
)
〉
・
〉
己
RLW
国
百
円
o
q
o
官。

-E』
戸
河
川
《
目
。
一
印
刷
NAゆく
c
E
C
Cロ
Pω
口明白一一
mp
同V
R
F
ω
恥
門
戸

w
s
o
u
-
℃・

ω∞
一
司
一
回
・
∞
凶
間
口
ω
?
?
ω

広岡】
ω一回己
D口
n
F
i
r
《凶作

-m

HN恥
〈

D一c
t
cロ
『
g
口
明
日
ωO(岡、吋∞申
IIH∞
OAS-HνmHHFH∞由∞
w
℃-∞
U1・

(
日
)
マ
チ
ェ
、
前
掲
訳
設
、
一

O
九

i
一
一
一
頁
。
]
伊
良
b
p
D唱
-
c
p
w
也

-
N
4
c
・

(
ロ
〉

]
m
E
r
w
D匂・

2
了
間
)
-
M
∞
ω・

〈
日
)
マ
チ
品
、
前
掲
訳
書
、
一
一
一
一
良

o
n
F
U
p
r
d
p
ρ
E門

2
1
2口
問
ア
ロ
2
h
-
H
V
H叶∞
l
g品・

(

U

)

高
橋
幸
八
郎
、
近
代
社
会
成
立
史
論
、
日
本
評
論
社
、
一
九
四
八
年
、
二
一
八
九
頁
の
抄
訳
を
参
照
し
た
。

(
日
)
マ
チ
ェ
、
前
掲
訳
書
、
一
一
七

l
一
二

O
頁
o
e
m
E
n
-
-司・

2
3
匂
-
U由
I
H
a
u
ζ
・
0
m
Eロ
L
W
H
L
H
N
b〈
c
z
gロ
2
℃
円
。
胃

5
b
r
R芯
2
・
H
ι
g
p

s
g
w
下
回
∞
ωlNお
・
紫
回
、
前
掲
論
文
、
四
四
|
四
五
頁
。

(
日
山
)
』
回
日
ιumwO同)・

2
F
w
℃
-
N
S
は
、
か
り
に
貴
族
の
封
建
的
組
税
を
無
償
で
廃
止
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
富
は
五
な
い
し
四
分
の
一
の
減
少
に
と
ど
ま

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
社
会
主
義
的
土
地
改
革
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
げ
)
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ソ

0

ア
ー
ル
、
小
場
瀬
卓
三
、
渡
辺
淳
訳
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
一
七
八
九
|
一
七
九
九
、
(
上
)
、
岩
波
新
書
、
一
九
五
三
年
、
一

O
三
頁

(

日

目

)

巧

ω-ny一
七

-
E
C
l
H
N
H・

(
問
〉
司
-
E
U
2
r
c
B
-
U
Z
H
Wロ
Z
5
7
5四
仏
再
開
長
一
R
E
m
L
q
富

E
R
Zロ
EM内
山
田
口
門
町
内
口
R
7
5
切
開
『

-
F
F
Sニ・

ω・
口
。
・

(
却
)
「
え
5
2
p
ρ
E円円。
1
2口問
7
ロ
2
町ニ匂・

3
c
u
ι
c
E
m
w
g
p
r
p
H
N
A
Vく
c
-
5
5口
町
E
ロ
AUmEpw
匂
-
Z
H
は
、
「
原
則
と
し
て
、
国
民
の
法
的
統
一
位
を
実

ド
ミ
ナ
グ
オ
ン

現
し
、
封
建
制
度
と
と
も
に
、
農
村
に
お
け
る
貴
族
制
の
圧
制
を
絶
滅
し
、
財
政
と
教
会
の
改
革
の
端
絡
を
ひ
ら
い
た
」
と
し
て
い
る
。

(
幻
)
シ
ヱ
イ
エ
ス
は
ミ
ラ
ボ

l
と
と
も
に
、
同
夜
の
議
会
に
は
欠
席
。
彼
ら
は
準
備
の
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
は
た
し
か
で
あ
り
、
そ
の
企

図
に
反
対
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
円
、
止
の
ゲ
ミ
p
ρ
E守内
i
〈

E
m
7ロ
2
r
下
回
∞
叶
・

(
幻
)
沼
・

0
田
町
白
邑
・
「
白
河
AV〈
c-E20ロ
巾
こ
ぶ
間
同
一
志
向
E

Z・
3
円
P
E
a
-
ヲ
臼
・

(
幻
)
円
『
・
守
口
円
ι
F
D司・

2
了間》・

N屯
ω・

言A
U間

ωω
八
月
一
二
日
、
デ
ム
ニ
エ
の
提
案
に
基
づ
き
、
既
に
提
出
さ
れ
た
権
利
宣
言
諸
草
案
を
検
討
し
、
一
つ
の
平
明
な
草
案
に
要
約

し
て
議
会
に
(
討
論
の
た
め
)
提
出
せ
し
め
る
五
人
委
員
会
の
設
立
が
決
せ
ら
れ
(
日
計
三
戸
)
、
二
二
日
に
委
員
名
が
公
表
さ
れ
(
三
乙

一
八
・
一
九
日
の
討
論
の
結
果
、
委
員
会
案
が
否
決
さ
れ
、
第
六
部
会
案
が
条
項
別
討
議

一
七
日
ミ
ラ
ボ
ー
が
委
員
会
案
を
報
告
し
た
。
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。コ
基
礎
と

案TIF
、〉。

案
と
し
』て

採
択
さ

n 
る。

υ3 
H 

(1) 

3'右
申(第
芳三 4~、、，ノ¥

虫:Jr

C2: 。工Z

E 安m 一、ニ

r;; 三本
人頁号
ν を七
円 Z久一」

言ょ l
戸 kー/

案5の
、;ま

カミ
、

そ
れ

(
U
7
2ユ
内
田

回

cznr白

八
月
二
一
日
付
の
議
事
録
に
よ
、

F
E
E
(
F
E
E
l
E
5
5巾
案
、
冨
C
E
-
R
案、

明
円
h
F
H
d
A
U
C
U

が
付
さ
れ
て
い
る
。

ぞ
れ
の
案
は
、
詳
細
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
注
目
す
べ
き
点
の
み
を
註
で
摘
記
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

伺

セ
ネ

γ
ヨ
セ

〈

1
)

シ
ヤ
ル
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ
i
シ
ユ
ハ
ェ

l

p

ス
の
パ
ル
ル
マ
ン
の
弁
護
士
・
同
管
区
の
代
議
員
)
は
、

に
つ
い
て
述
べ
た
文
書
」
と
題
し
、
八
一
箔
条
の
案
を
提
出
し
て
い
る
(
り

h
十
日
一
口
)
。

ペ
ネ
ア
イ
サ

y
ス

f

-

八
条
、
「
社
会
に
と
っ
て
阿
倍
、
柔
和
、
慈
悲
、
寛
大
ほ
ど
適
当
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
に
生
存
す
る
人
聞
は
そ
の
病
弱
、
そ
の
老

齢
、
そ
の
貧
間
に
あ
た
っ
て
助
け
あ
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
感
謝
と
手
厚
い
も
て
な
し
と
人
間
性
の
法
が
設
立
さ
れ
る
よ
は
、
社
会
連

帯
的
精
神
を
一
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

一
一
一
一
条
で
は
、
宗
教
は
法
律
と
向
様
の
「
強
制
力
」
を
も
た
ず
「
両
者
の
目
標
は
そ
の
性
格
に
お
い
て
絶
対
的
に
違
う
」
か
ら
同
じ
「
方
法
」
に
よ
っ

て
は
目
的
を
達
し
え
な
い
こ
と
、
一
回
、
五

O
、
五
一
、
五
一
一
、
五
三
条
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
国
教
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
社
会
に
お
け
る
「
一

般
的
調
和
」
「
公
共
の
秩
序
」
「
国
教
礼
拝
」
を
害
し
な
い
か
ぎ
り
、
「
意
見
や
宗
教
的
信
仰
」
が
自
由
た
る
べ
し
と
規
定
。

五
四
条
で
は
、
「
何
人
も
そ
の
所
有
権
は
公
共
の
利
益
の
た
め
以
外
に
は
奪
わ
れ
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
場
合
に
は
、
即
座
に
か
つ
最
高
価
格
に
て
支

払
い
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
座
に
と
は
、
彼
が
自
己
の
財
産
を
剥
奪
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
最
高
価
格
で
と
は
、
彼
が
保
持
し
た
い
と
こ
ろ
の
も
の
を

譲
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
忍
す
る
苦
痛
を
補
償
す
る
た
め
に
よ
(
傍
点
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
)

ま
た
七
四
条
で
は
、
「
卓
抜
な
才
能
、
高
い
徳
、
公
共
に
対
し
て
な
さ
れ
た
偉
大
な
奉
仕
は
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
貴
族
と
平
民
と
の
区
別
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
地
位
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
、
あ
ら
ゆ
る
聖
職
的
、
市
民
的
、
軍
事
的
な
顕
職
を
希
求
す
る
権
利
を
与
え
る
」
と
規
定
。

五
四
条
は
、
確
定
条
項
一
七
条
と
対
比
し
て
検
討
す
べ
く
、
七
四
条
は
、
確
定
六
条
四
項
と
対
照
で
き
る
こ
と
に
注
意
。

E
C〈
m
r
2
p
m・
-
芯
は
、

こ
の
両
条
項
が
「
最
初
」
に
で
て
き
た
確
定
条
項
に
近
い
案
と
し
て
い
る
が
、
不
正
確
で
あ
る
。
前
者
は
、
既
に
タ
ル
ジ
ヱ
草
案
一
六
条
で
、
「
絶
対
的

な
公
共
の
必
要
性
」
に
よ
る
収
用
は
、
「
少
な
く
と
も
阿
価
値
」
の
も
の
を
「
所
有
者
の
掌
中
に
移
転
し
た
後
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
た

こ
と
(
ト

M
い
八
一
同
年
九
J

在
古
川
J
制
録
に
)
を
見
落
し
て
お
り
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
八
月
四
日
夜
の
封
建
制
度
廃
止
豆
一
回
中
、
九
項
(
前
一
掲
)
お
よ

び
八
月
一
一
日
の
議
会
令
一
一
条
(
前
掲
)
に
明
示
し
て
あ
る
趣
旨
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
看
過
し
て
い
る
。
封
建
制
度
廃
止
宣

言
お
よ
び
議
会
令
の
影
響
・
再
録
は
、
七
八
・
七
九
条
に
も
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

北法18(3・61)467 

「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
を
そ
の
基
本
的
目
的
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説

〈

2
)

ラ
ボ

l

・
ド
・
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
(
吋
r
o
g窓口
p
o℃
-
n
F
L
v・
5
に
よ
れ
ば
、
中
道
左
派
の
自
由
主
義
者
、
卓
抜
な
演
説
家
。
桑
原
編
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
研
究
、
六
六
八
頁
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
、
弁
護
士
、
後
に
立
憲
議
会
議
長
に
も
な
る
。
国
民
公
会
で
は
ジ
ロ
ン
ド
派
に
所
属
。
)

は
、
体
系
的
叙
述
形
式
の
「
あ
ら
ゆ
る
憲
法
の
基
礎
に
関
す
る
所
見
」
(
口

h
山
心
一
一
戸
)
お
よ
び
、
条
文
化
し
た
五
ケ
条
の
「
あ
ら
ゆ
る
憲
法
の
諸
原
則
」

(
日
計
勾
F
)

を
提
出
し
て
い
る
。

「
所
見
」
中
で
は
、
自
由
と
は
「
人
聞
が
そ
の
存
在
を
保
存
し
そ
の
た
め
必
要
だ
と
判
断
す
る
す
べ
て
の
こ
と
を
な
し
う
る
権
利
」
だ
と
し
、
「
各
々
の

人
間
が
他
の
人
間
と
向
様
に
ま
た
同
じ
く
完
全
に
こ
の
権
利
を
も
っ
、
と
い
う
関
係
的
権
利
を
、
平
等
す
な
わ
ち
権
利
の
平
等
と
呼
ぶ
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
人
聞
が
社
会
状
態
に
這
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
犠
牲
を
払
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
と
く
に
詳
し
く
論
じ
、
自
由
の
権
利
は
不
可
譲
で
消
滅

し
え
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
犠
牲
に
供
し
え
ぬ
が
、
自
由
の
行
使
に
つ
い
て
も
社
会
は
「
他
人
の
自
由
を
害
す
る
よ
う
な
用
恥
方
を
し
な
い
こ
と
を
嬰
求
す

る
だ
け
」
で
あ
る
か
ら
、
犠
牲
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
所
有
に
つ
い
て
犠
牲
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
受
取
る
も
の
に
対
し
て
与
え
る
と
こ
ろ

の
「
交
換
」
で
あ
っ
て
、
「
任
意
的
」
で
あ
り
強
制
し
え
ぬ
も
の
だ
か
ら
、
犠
牲
を
払
わ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
と
い
う
(
公
用
収
用
の
問
題
に
は
ふ
れ

ず
)
。
そ
し
て
、
「
あ
な
た
が
あ
な
た
に
対
し
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
い
こ
と
は
他
の
人
に
も
す
る
な
」
と
い
う
格
律
は
、
「
自
由
の
偉
大
な
法
」
で
あ
る
。

自
然
状
態
に
お
い
て
他
人
に
害
を
与
え
る
権
利
は
な
い
の
だ
か
ら
、
社
会
に
お
け
る
人
間
が
他
人
に
悪
を
な
し
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
自
由
を
妨
害
さ
れ

る
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
逆
に
「
自
由
を
確
立
し
拡
張
す
る
」
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

な
お
、
「
思
想
の
自
由
」
に
つ
き
、
「
思
想
は
あ
ら
ゆ
る
支
配
と
妨
害
か
ら
免
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
欲
す
る
者
も
そ
れ
を
な
し
え
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
犠
牲
も
そ
れ
を
強
い
る
意
志
も
あ
り
え
な
い
の
だ
か
ら
、
思
想
は
各
人
に
と
っ
て
完
全
に
自
由
で
あ
り
独
立
で
あ
る
。
:
:
:
思
想
は

行
為
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
感
知
す
る
こ
と
も
見
る
こ
と
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
社
会
は
い
か
な
る
個
人
に
対
し
て
も
そ
の
思
想
を
そ
れ
が
抵
触
す
る

こ
と
の
あ
り
え
な
い
一
般
的
利
益
の
故
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
:
:
:
そ
れ
が
発
表
さ
れ
る
場
合
は
言
論
の
問
題
と

な
る
」
と
し
て
、
内
心
の
思
想
の
絶
対
的
自
由
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
考
察
を
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
諸
原
則
」
の
中
で
は
、
「
法
律
の
目
的
は
、
各
人
の
生
命
、
自
由
、
名
誉
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
、
一
般
的
、
劉
一
的
か
つ
共
通
の
保
護
に
よ
っ
て

維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
定
義
し
(
二
条
中
〉
、
と
く
に
立
法
権
に
つ
き
直
接
民
主
制
的
思
想
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
(
三
条
)
。
す

な
わ
ち
、
い
か
な
る
法
律
も
「
す
べ
て
の
人
に
よ
っ
て
自
由
に
意
見
を
ま
と
め
、
賦
与
し
、
承
認
さ
れ
る
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
、
代
表
者
を

選
び
彼
ら
に
承
認
権
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
「
最
高
権
力
は
常
に
国
民
全
体
中
に
存
し
、
一
人
ま
た
は
多
数
者
ま
た
は
代
表
者
の
全
体
に
移
譲
で

き
な
い
」
と
し
、
「
国
民
は
そ
の
代
表
者
が
承
認
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
批
准
し
ま
た
は
拒
否
す
る
権
利
を
も
っ
。
国
民
は
こ
の
権
利
の
行
使
を
停
止
は

論
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伺

で
き
る
が
、
そ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
と
し
て
い
る
。
ま
た
八
三
条
中
冗
「
国
民
は
法
律
の
作
成
権
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

な
ら
主
権
者
た
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。
国
民
は
そ
れ
を
失
っ
た
場
合
に
は
こ
の
権
力
を
と
り
戻
し
、
国
民
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
法
律
を

変
更
す
る
権
利
を
常
に
持
っ
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
国
民
は
「
執
行
権
は
一
又
は
多
数
人
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
四
条
)
。
「
異
な
る
諸
権
力
は
異
な
っ
た
人
々
に
委
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ユ
エ

(
五
条
〉
が
、
「
配
分
さ
れ
た
諸
権
力
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
「
分
立
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
な
い
。

(

3

)

ム
ニ
エ
は
、
憲
法
に
関
す
る
作
業
を
任
務
と
す
る
委
員
会
の
メ
ソ
バ
ー
と
し
て
(
本
誌
一
五
巻
一
号
一
一
一
一
一
ー
ー
二
八
頁
参
照
)
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
適
し
た
統

治
機
構
を
主
と
し
て
取
扱
っ
た
諸
統
治
機
構
に
関
す
る
考
察
」
(
口

h引

'K3
を
議
会
に
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
「
考
察
」
中
で
は
、
人
権
宣
言
に
つ
い
て
は
、
「
自
由
に
つ
い
て
」
と
題
し
極
く
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
な
か
で
確
認
、
強
調

し
て
い
る
こ
と
は
、
自
由
と
は
「
社
会
秩
序
の
な
か
に
お
け
る
人
聞
が
享
受
で
き
る
は
ず
の
す
べ
て
の
権
利
を
合
」
ん
で
い
る
が
、
「
い
か
な
る
留
保
も

な
し
に
自
己
の
意
志
ど
お
り
行
な
い
う
る
能
力
」
で
は
な
く
、
「
他
人
を
害
さ
な
い
」
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
他
人
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
を
阻
止
し
、

「
す
べ
て
の
人
の
権
利
と
義
務
を
確
定
す
る
」
「
規
則
」
が
「
法
律
」
だ
。
「
暴
力
の
支
配
を
廃
棄
し
、
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
保
護
す
る
の
が
法
律
で
あ
っ
て

法
律
な
く
し
て
自
由
は
全
く
存
在
し
え
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
統
治
機
構
の
原
理
に
関
し
述
べ
て
い
る
が
、
絶
対
君
主
の
慾
意
権
力
の
危
険
性
と
同
時
に
、
「
民
衆
の
専
制
」

H
「
無
政

ヂ
イ
グ
イ
グ
オ
ン

府
」
が
「
自
由
に
対
す
る
最
も
残
虐
な
敵
」
で
あ
る
と
断
じ
、
法
の
支
配
の
必
要
を
強
調
、
「
諸
権
力
の
分
割
」
「
君
主
政
体
」
「
立
法
府
」
等
に
つ
き
詳

細
な
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
論
述
中
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
対
す
る
彼
の
評
価
で
あ
る
。
彼
が
引
用
す
る
ア
メ
リ
カ
の
制
度
の
例
は
、
フ
ラ

γ
ス
に
採
用
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
適
当
で
な
い
か
ら
採
用
で
き
な
い
例
の
方
が
む
し
ろ
多
い
こ
と
で
あ
る
。
諸
権
力
の
制
限
と
分
割
ハ
立
法
権
と
執

行
権
〉
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
を
評
価
し
て
い
る
が

G
E
P
-
ヲ

2
0〉
、
「
大
統
領
の
選
挙
に
つ
い
て
は
執
行
権
が
弱
く
な
り
す
ぎ
る
と
い
っ
て
フ
ラ
ン
ス

に
は
不
充
分
だ
と
し
、
連
邦
制
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
否
認
。
イ
ギ
リ
ス
の
君
主
制
憲
法
の
欠
陥
、
弊
害
を
改
良
し
た
憲
法
が
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
最
適

で
あ
る
こ
と
を
強
調

(EF-
司

合

3
、
な
お
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
統
治
」
制
度
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
の
「
ひ
き
う
つ
し
」
で
あ

る
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る

(
E
?
唱・

2
吋
〉
。
な
お
、
ド
ウ
・
ロ
ル
ム
の
名
を
引
用
、
同
国
日
を
述
べ
て
い
る
公
『
M
L
・
-
?
品
目

P
2
3
0

(
4
〉
シ
エ
イ
エ
ス
は
、
「
社
会
に
お
け
る
人
間
の
権
利
の
宣
言
」
お
よ
び
「
憲
法
草
案
」
を
議
会
に
提
出
し
て
い
る
(
り

h
M
E
M
t
F
)
。
七
月
二

o
i一
一
日

に
憲
法
委
員
会
に
提
出
し
た
「
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
承
認
お
よ
び
理
論
的
宣
言
」
(
帥
竺
ヨ
政
一
号
)
と
比
べ
て
、
新
「
宣
言
」
は
、
表
題
一
が
変

北法18(3・63)469
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説

り
、
ま
た
「
理
論
的
宣
言
」
の
郎
合
が
す
べ
て
割
笈
さ
れ
、
条
文
形
式
の
み
が
浅
さ
れ
、
か
つ
旧
三
二
箇
条
が
新
四
二
筒
条
に
的
加
さ
れ
て
い
る
。
旧
新

河
平
案
は
、
基
本
的
に
芯
全
く
同
旨
と
い
っ
て
よ
い
が
、
注
目
す
べ
き
笈
正
、
刻
印
削
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
が
あ
る
。

新
た
に
加
え
ら
れ
た
冒
頭
の
ニ
ケ
条
は
、
「
理
論
的
宣
言
」
の
省
略
の
補
足
で
あ
る
。
第
一
条
、
「
人
間
は
自
然
か
ら
諸
々
の
必
要
や
む
を
え
ぬ
需
要

を
、
そ
れ
を
満
足
す
る
に
充
分
な
諸
手
段
と
と
も
に
、
与
え
ら
れ
て
い
る
」
o

第
二
条
、
「
彼
は
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
お
い
て
福
利
へ
の
希
求
を
感
ず
る
。
彼

、
か
親
か
ら
受
け
た
援
助
、
彼
の
同
胞
か
ら
受
け
ま
た
は
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
援
助
は
、
一
福
利
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
の
う
ち
で
社
会
状
態
が
最
も
強
力
で
あ
る

こ
と
を
感
ぜ
し
め
る
。
」
こ
の
条
項
中
、
社
会
が
「
援
助
」
を
与
え
る
と
い
う
見
方
に
注
目
。

セ
ゲ
イ
bw
ス

ア

ン

ガ

グ

エ

第
五
条
中
、
身
体
の
所
有
に
つ
き
、
「
人
間
は
自
己
の
奉
仕
や
時
間
を
(
契
約
に
よ
り

i
筆
者
)
拘
束
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
彼
自
身
を
売
渡
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
追
加
は
、
奴
殺
な
い
し
農
奴
制
の
否
定
の
趣
旨
を
強
調
し
た
も
の
と
み
え
ょ
う
か
。

第
一
八
条
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
「
生
命
、
名
誉
、
所
有
を
防
禦
す
る
平
等
の
権
利
を
有
す
る
か
ら
、
或
者
に
対
し
他
と
の
関
係
で
排
他
的
に
防
禦
手

段
が
与
え
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
」
旨
規
定
、
二
五
条
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
中
、
旧
二
三
条
の
文
言
に
、
「
最
も
公
平
で
、
最
も
正
確
な
」
裁
判
と
い
う

形
容
詞
が
追
加
さ
れ
、
ま
た
、
二
七
条
の
社
会
援
助
に
関
す
る
規
定
は
、
旧
二
五
条
に
、
「
仕
事
を
見
っ
け
な
い
」
者
を
加
え
て
お
り
、
若
干
の
表
明
怖
が

変
え
て
い
る
(
後
述
)

o

ま
た
、
=
一
三
条
が
、
旧
一
ニ
一
条
に
あ
っ
た
国
王
の
無
責
任
、
神
聖
規
定
を
削
除
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
身
体
の
「
神
聖
不

テ
イ
ト
戸

可
侵
」
伎
に
つ
い
て
は
、
「
憲
法
草
案
」
中
第
一
部
五
条
に
詳
細
に
規
定
。
第
三
部
一
五
条
で
は
、
国
王
に
対
す
る
民
事
的
不
服
、
上
訴
に
つ
い
て
規

定
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
請
求
権
お
よ
び
社
会
援
助
権
に
つ
い
て
は
、
本
草
案
二
五
・
二
七
条
が
シ
ェ
イ
エ
久
の
決
定
条
項
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
法
律
の
形
成
に
つ
い
て
の
影
響
力
の
平
等
に
つ
い
て
の
規
定
も
新
設
(
三

O
条
)
。

前
述
二
条
の
精
神
お
よ
び
二
七
条
(
増
補
〉
お
よ
び
四
一
条
に
よ
っ
て
、
社
会
援
助
に
つ
い
て
の
シ
ヱ
イ
エ
ス
の
思
想
を
読
み
う
る
。
二
七
条
の
全
文

オ

y
y
p

は
、
(
新
設
)
「
白
か
ら
の
需
要
を
充
た
す
こ
と
に
無
力
で
あ
り
、
ま
た
は
仕
事
を
見
つ
け
え
な
い
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
社
会
の
諸
秩
序
に
服
す
る
こ
と
に

お
い
て
、
社
会
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
。
」
ま
た
、
四
二
条
は
詳
細
に
次
の
よ
う
に
規
定
。
「
公
の
慈
善
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
自
か
ら
の
需
要
を
充

た
す
こ
と
に
現
実
に
無
力
な
状
態
に
あ
る
人
々
に
つ
い
て
の
み
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
需
要
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
は
自

然
の
需
要
を
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
虚
栄
の
需
要
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
納
税
者
の
意
図
の
中
に
は
、
国
の
年
金
生
活
者
の
賛
沢
を
供
給
す
る
た
め

自
分
の
必
要
な
も
の
す
ら
時
と
し
て
奪
わ
れ
て
よ
い
と
い
う
考
え
は
決
し
て
入
つ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
慈
普
の
援
助
は
、
そ
れ
を
正
当
化
し

て
い
る
無
力
さ
が
終
っ
た
時
か
ら
消
滅
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
社
会
権
的
思
想
の
崩
芽
を
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
な
お
、
後
述
、

「
憲
法
案
」
四
部
一
条
を
み
よ
〉
。
公
職
の
行
使
が
権
利
で
な
く
義
務
で
あ
る
こ
と
(
旧
三

O
、
新
三
二
条
)
、
公
役
務

(
ω
2
1
2
市
戸

Hr--n)
と
い
う
用
語

i命
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を
使
用
し
て
い
る
こ
と
(
三
八
条
)
か
ら
み
て
、
デ
ユ
ギ
イ
の
憲
法
論
を
想
起
せ
し
め
す
ら
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
次
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
封
建
制
廃
止
宣
言
お
よ
び
議
会
令
の
影
響
下
に
、
増
補
な
い
し
新
設
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
旧
案
一
五
条
(
新
一
七
条
〉
が
、
八
月
四
日
以
前
に
す
で
に
諸
特
権
の
廃
止
に
つ
い
て
明
号
一
一
周
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
て
お
こ
う
。

そ
の
一
つ
は
、
納
税
に
関
し
、
三
四
条
が
新
設
さ
れ
、
「
市
町
村
ま
た
は
そ
の
他
の
負
担
」
が
市
民
ま
た
は
そ
の
代
表
者
の
同
意
を
ま
っ
て
の
み
課
せ

ら
れ
う
る
と
規
定
し
、
第
三
五
条
が
、
旧
二
七
条
の
文
字
を
一
字
改
め
、
国
民
代
表
が
同
意
す
る
の
は
国
税
で
あ
る
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。
ま
た

三
六
条
を
新
設
し
、
「
租
税
を
議
決
し
ま
た
は
負
担
す
る
の
は
、
公
け
の
需
要
の
た
め
の
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
目
的
を
限
定
。
、
規
定
の
仕
方
が

よ
り
詳
細
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
憲
法
案
」
第
一
部
一
二
条
で
は
租
税
が
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
よ
り
「
平
等
に
」
支
持
さ
れ
る
古
川
が
加
わ
っ
て
い
る
。

他
の
一
つ
は
、
よ
り
明
瞭
で
あ
り
、
公
職
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
租
税
と
の
関
係
で
公
職
の
地
位
の
数
が
必
要
範
囲
に
厳
し
く
限
定
さ

る
べ
く
、
職
務
の
な
い
地
位
を
禁
じ
た
三
七
条
に
つ
づ
い
て
、
三
一
八
条
で
は
、
「
い
か
な
る
市
民
も
、
馬
鹿
げ
た
し
か
も
倣
慢
な
偏
見
に
よ
っ
て
長
い
間

出
生
上
の
欠
陥
と
呼
ば
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
理
由
と
し
て
、
い
か
な
る
地
位
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

公
役
務
に
と
っ
て
、
最
も
有
能
な
者
が
優
先
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
規
定
。
三
九
・
四

O
条
は
、
公
務
員
の
俸
給
権
、
年
金
の
報
酬
住
ま
た
は
救
助
的
性

格
に
限
定
す
べ
き
こ
と
(
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
三

O
万
以
上
の
年
金
が
あ
っ
た
と
彼
は
註
で
指
摘
)
を
強
調
。

な
お
、
「
憲
法
案
」
中
に
も
、
注
目
す
べ
き
問
題
点
が
見
出
さ
れ
る
o

第
一
部
は
「
構
成
的
諸
権
利
お
よ
び
原
則
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、

第
二
条
で
は
、
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
に
よ
り
自
由
な
意
志
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
公
け
の
礼
拝
は
、
ガ
リ
カ
ン
教
会
に
よ
っ
て
宗
教
的

に
実
施
さ
れ
ま
た
指
導
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
た
だ
し
、
い
か
な
る
市
民
な
い
し
外
国
人
も
他
の
宗
教
行
事
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
妨
害
さ
れ
ま
た
は

不
安
な
ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
然
人
権
宣
言
の
部
に
這
入
っ
て
よ
い
規
定
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
九
条

ペ
sbp

で
、
被
訴
追
者
は
裁
判
所
が
刑
罰
を
宣
告
す
る
前
に
「
同
輩
に
よ
っ
て
有
罪
ま
た
は
無
罪
を
判
断
さ
る
べ
き
」
こ
と
を
規
定
、
旧
「
宣
言
」
一
八
・
二

0
・二

三
条
、
新
一
二
・
二
二
・
二
五
条
に
お
け
る
刑
事
被
告
人
の
権
利
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
一

O
条
は
、
自
己
の
防
禦
ま
た

は
公
訴
の
た
め
市
民
が
「
出
版
」
の
自
由
が
あ
る
(
そ
の
著
述
に
つ
き
責
任
)
こ
と
を
規
定
。

国
民
議
会
が
二
部
制
で
あ
る
こ
と
、
財
産
資
格
に
よ
る
制
限
選
挙
(
被
選
挙
)
の
趣
旨
が
出
は
じ
め
て
い
る
こ
と
、
執
行
権
の
分
肢
と
し
て
「
司
法

権
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
第
三
部
、
八
条
)
、
特
別
裁
判
所
の
廃
止
(
一
一
一
一
条
)
等
が
注
目
さ
れ
る
が
、
「
権
力
分
立
」
に
関
す
る
一
般
原
則
は
み

あ
た
ら
な
い
。
軍
隊
が
圏
内
治
安
の
た
め
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
「
文
民
施
政
官
の
要
請
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
旨
規
定
(
三
部
四
条
)
。

ま
た
、
第
四
部
で
は
風
習

(
E
O
E
B
)
に
つ
い
て
規
定
、
第
一
条
が
救
済
権
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
。
「
各
共
同
体
ハ
町
村
)
、
各
都
市
、
各
州
は
、
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説

貧
者
を
援
助
し
ま
た
そ
の
領
域
内
に
お
け
る
苦
痛
軽
減
の
た
め
、
供
給
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
執
行
権
は
、
こ
の
義
務
が
宗
教
的
に
実
行
さ
れ
て
い
る
よ

と
、
活
動
的
か
つ
迷
信
的
で
な
い
慈
善
が
乞
食
を
予
防
し
て
い
る
こ
と
、
王
国
の
領
土
内
に
お
い
て
い
か
な
る
個
人
も
、
援
助
と
仕
事
と
糊
口
の
資
に
欠
け

る
も
の
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
こ
の
規
定
は
、
前
記
「
宣
言
」
二
・
二
七
・
四
一
条
と
同
時
に
読
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

(

5

)

グ

1
2
・

3
ト
ウ
は
、

5
7
2つ
の
管
区
か
ら
の
代
議
員
。
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
七
一
ケ
条
の
「
権
利
宣
言
案
」
は
(
リ
的
ナ
}
虫
、

体
系
的
綜
合
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

参
照
し
た
主
た
る
資
料
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
の
諸
憲
法
集
、
シ
エ
イ
エ
ス
お
よ
び
ム
ニ
エ
案
、
第
六
部
会
案
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
諸
案
が
原
則
右
白

「
バ
ラ
バ
ラ
」
に
羅
列
し
、
慾
意
的
な
取
出
し
方
を
し
あ
る
い
は
理
解
困
難
で
あ
る
(
後
二
点
に
つ
い
て
シ
エ
イ
エ
ス
案
批
判
〉
こ
と
を
不
満
と
し
、
「
幾
何

w
v
z
t
F
 

学
の
定
理
に
も
類
う
べ
き
」
「
諸
基
本
的
真
理
を
結
び
あ
わ
せ
て
い
る
連
鎖
」
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
(
案
の
ま
え

お
き
〉
。
ヵ
ル
ト
ウ
の
み
な
ら
ず
、
国
民
議
会
議
員
に
「
ア
メ
リ
カ
諸
憲
法
集
」
が
利
用
可
能
で
あ
i

寸
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
案
は
、
「
人
聞
の
権
利
」
(
一
ー
l
六
条
)
と
「
市
民
の
権
利
」
(
七
|
一
五
条
〉
と
「
社
会
の
権
利
」
に
三
区
分
し
、
憲
法
を
「
国
王
と
国
民
と
を

愛
と
信
旗
に
よ
り
す
べ
て
の
者
の
幸
福
の
た
め
要
求
さ
れ
た
相
互
的
な
約
束
に
よ
っ
て
結
合
オ
る
契
約
」
と
解
し
、
憲
法
の
基
本
的
原
則
た
る
三
種
の
諸

権
利
を
憲
法
冒
頭
に
宣
言
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
従
来
の
シ
エ
イ
エ
ス
、
ム
ニ
エ
案
の
条
項
、
か
大
き
く
と
り
込
ま
れ
て
い
る
。
「
人

間
の
権
利
」
は
「
人
間
の
本
性
」
か
ら
由
来
す
る
も
の
だ
か
ら
「
不
可
欠
で
消
滅
し
え
ぬ
」
も
の
と
さ
れ
(
六
条
)
、
「
市
民
の
権
利
」
の
う
ち
で
は
、
自
然

状
態
で
は
人
間
の
権
利
を
護
る
た
め
に
は
「
自
己
の
力
」
し
か
な
く
「
不
充
分
」
だ
か
ら
、
「
政
治
社
会
」
を
「
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
自
由
な
協
約
」
に
よ

り
成
立
さ
せ
「
権
利
の
保
全
」
を
は
か
る
と
説
明
(
七
・
八
条
)
、
「
他
人
の
諸
権
利
を
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
諸
権

利
の
行
使
を
社
会
に
よ
っ
て
充
全
に
保
障
さ
れ
て
い
る
代
償
と
し
て
正
当
だ
」
と
説
明
し
て
い
る
(
九
条
)
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。

「
法
律
は
許
容
な
O
H
g
E可
。
)
す
る
た
め
に
作
も
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
禁
止
(
仏
恥
円
。
ロ
《
町
内
)
す
る
た
め
に
の
み
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
」

(
一
三
条
後
段
)
と
本
質
を
規
定
(
一
三
条
後
段
〉
、
ム
エ
エ
一
条
一
一
一
条
(
本
誌
一
五
巻
一
号
、
二
五
頁
。
同
コ
二
頁
参
照
〉
を
、
彼
の
一
四
条
に
そ
の

本
質
規
定
の
帰
結
と
し
て
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。
一
一
条
や
一
五
条
は
、
シ
エ
イ
エ
ス
旧
案
五
・
六
条
(
新
七
・
八
条
〉
と
同
文
。
こ
の
案
が
上
述

「
連
鎖
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
趣
旨
を
読
み
と
り
う
る
。

「
社
会
の
権
利
」
の
項
で
、
「
主
権
は
、
集
合
的
に
考
え
ら
れ
た
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
成
員
に
存
す
る
」
ハ
一
七
条
後
段
)
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
社
会
か

「
一
切
の
種
類
の
権
力
」
を
保
持
ナ
る
前
提
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
一
八
条
)
。
「
一
般
意
志
の
表
現
」
と
し
て
の
「
法
律
」
は
(
一
九
条
)
、
「
法
一
一
律

に
対
す
る
抵
抗
を
有
罪
」
と
す
る
こ
と
に
な
り
(
二

O
条
)
、
法
律
は
「
全
市
民
」
で
な
く
て
も
「
投
票
の
多
数
」
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
が
(
二
二
条
)
.

論
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ー
少
数
者
は
法
律
の
公
布
を
妨
げ
え
な
い
、
何
故
な
ら
そ
の
場
合
少
数
者
が
最
大
多
数
者
に
有
害
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
禁
止
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ

と
に
な
る
の
は
明
白
だ
か
ら
」
(
二
三
条
〉
と
説
明
。

セ
パ

ν

な
お
、
「
立
法
・
執
行
お
よ
び
司
法
権
が
区
別
さ
れ
分
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
人
民
の
自
由
は
危
殆
に
頻
す
る
」
と
い
う
規
定
ハ
四

O
条
最
後
段
〉

は
、
第
六
部
会
案
二
四
条
に
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
権
力
分
立
思
想
が
で
て
い
る
。

最
後
に
、
立
法
権
に
つ
い
て
国
王
の
拒
否
権
を
規
定
す
る
が
(
五
七
条
後
段
)
、
商
権
が
人
民
に
訴
え
る
権
利
を
夫
々
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
執
行
権
は
あ
ら
ゆ
る
時
期
に
立
法
府
に
対
し
公
的
事
項
に
利
益
あ
り
と
考
え
る
と
こ
ろ
の
要
請
お
よ
び
提
案
を
な
す
権
利
を
有
す

る
。
そ
し
て
も
し
立
法
府
に
よ
り
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、
全
権
力
が
存
す
る
人
民
に
訴
え

(ω.
邑円
gmR)
、
人
民
が
集
合
し
て
白
か
ら
意
志
を

宣
示
す
る
か
、
人
民
の
代
表
者
に
人
民
の
意
向
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
人
民
が
必
要
と
判
断
す
る
と
き
は
他
の
も
の
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
の
権
利
を
有
す
る
o
」
(
五
八
条
)
。
「
同
じ
理
由
で
、
立
法
府
の
若
干
の
議
会
令
に
執
行
府
が
拒
否
権
に
よ
っ
て
反
対
す
る
場

合
に
は
、
立
法
府
は
人
民
を
集
会
せ
し
め
当
該
議
会
令
に
対
す
る
人
民
の
要
望
を
表
明
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
権
利
を
有
し
、
執
行
府
は
そ
の
こ
と
に
反
対

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
(
五
九
条
)
。
一
種
の

ν
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
で
あ
る
。

同

五
人
委
員
会
に
選
出
さ
れ
た
の
は
、

u
g
B
2巳
2
p
rロ
mHg
の
司
教
、
吋

5
2
7
2
w
ミ
ラ
ボ

l
伯
爵
、

H
N
r
b
号
ロ
の
五
名

{
こ
の
構
成
は
、
デ
ム
1

二
の
提
案
に
主
と
し
て
基
づ
い
て
い
る
が
、
他
の
委
員
会
の
構
成
員
に
任
名
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
権
利
宣
言
案
を
白
か
ら
提
出
し
て

τ
こ
れ
ら
メ

γ
パ

f

い
な
い
者
の
う
ち
か
ら
選

J

ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
委
員
会
に
腐
し
て
い
る
者
も
選
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
不
正
規
な
と
こ
ろ
あ
り
・
毛
色
。
7
3
H
Y
H
N回
、

ー
は
、
既
に
宣
言
反
対
意
見
を
表
明
し
た
者
(
肝
心
U
W
ル
)
や
「
擬
装
し
た
反
対
者
」
宗
門
下
引
子

ν
一一wJ断
!
影
)
を
含
み
、
委
員
会
の
構
成
自

体
か
ら
い
っ
て
積
極
的
な
成
果
を
当
初
か
ら
期
待
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
委
員
会
内
で
の
意
見
の
衝
突
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が

た-一万引弔問、
5)、
結
局
ミ
ラ
ボ

1
の
支
配
的
影
響
力
の
も
と
に
委
員
会
案
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(
三
時
十
。

八
月
一
七
日
の
国
民
議
会
に
お
い
て
ミ
ラ
ボ

1
の
読
ん
だ
「
委
員
会
」
の
「
社
会
に
お
け
る
人
間
の
権
利
の
宣
言
案
」
は
、

7
「〉

-
F・
ぐ
H
H
F
r
o

/
0
・h

p
凶
∞
目
品
叫
坦
」
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次

の

通

国
民
議
会
に
組
織
さ
れ
た
フ
ラ
ソ
ス
人
民
の
代
表
者
は
、
人
間
の
権
利
の
無
知
、
忘
却
ま
た
は
軽
蔑
が
公
共
の
不
幸
お
よ
び
統
治
機
構
の
腐
敗
の
唯
一
の
原

因
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
厳
粛
な
宣
言
に
よ
っ
て
、
人
間
の
不
可
譲
か
つ
神
聖
な
自
然
権
を
再
建
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
こ
の
宣
言
が
、
社
会
団
体
の
全



説

成
員
に
恒
常
的
に
現
在
し
、
彼
ら
に
絶
え
ず
彼
ら
の
権
利
と
義
務
と
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
立
法
お
よ
び
執
行
権
の
行
為
が
ど
の
瞬
間
に
お
い
て
も
全

政
治
的
制
度
の
目
的
と
対
照
さ
れ
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
が
よ
り
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
た
市
民
の
要
求
が
M

間
後
単
純
か
つ
争
そ
い
え
ぬ
諸
原
則
に
基
づ

き
、
憲
法
の
維
持
と
す
べ
て
の
人
の
幸
福
と
に
常
に
向
う
よ
う
に
な
る
た
め
に
。

し
た
が
っ
て
、
国
民
議
会
は
次
の
よ
う
な
条
項
を
承
認
し
か
っ
宣
言
す
る
。

一
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
平
等
か
つ
自
由
に
生
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
う
ち
何
人
も
他
の
人
以
上
に
、
白
か
ら
の
自
然
的
な
い
し
既
得
の
諸
能
力
を
行
使
す
る
機

コ
ン
シ
ヤ
Y
ス

利
を
も
た
な
い
。
こ
の
権
利
は
す
べ
て
の
人
に
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
を
行
使
す
る
者
の
良
心
自
体
、
す
な
わ
ち
彼
に
そ
の
同
胞
を
害
す
る
よ
う
な
権
利
行
使

を
禁
ず
る
と
こ
ろ
の
そ
れ
以
外
の
制
限
を
も
た
な
い
。

二
あ
ら
ゆ
る
政
治
団
体
は
、
明
示
的
で
あ
れ
黙
示
的
で
あ
れ
、
社
会
契
約
の
存
在
を
受
容
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
倒
人
は
そ
の
身
体
と
そ
の
霧

ポ
ι
N

シ
オ
ン

能
力
と
を
一
般
意
志
の
至
高
の
指
導
の
下
に
お
き
、
ま
た
同
時
に
団
体
は
各
個
人
を
部
分
と
し
て
受
容
し
て
い
る
。

三
国
民
が
服
従
す
る
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
権
力
は
、
国
民
自
身
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
団
体
も
い
か
な
る
個
人
も
国
民
か
ら
明
示

的
に
由
来
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
権
威
を
も
ち
え
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
結
合
は
、
憲
法
す
な
わ
ち
統
治
機
構
の
形
態
、
そ
れ
を
構
成
す
る
種
々
の
権
力
の
配

分
お
よ
び
限
界
を
、
確
立
し
修
正
し
ま
た
は
変
更
す
る
不
可
譲
の
権
利
を
有
す
る
。

四
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
結
合
の
源
泉
で
あ
り
目
的
で
あ
る
の
は
、
す
べ
て
の
人
の
共
通
善
で
あ
っ
て
、
あ
る
人
間
あ
る
い
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
人
間
の

あ
る
階
級
の
個
別
的
利
益
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
民
は
、
国
民
自
身
に
よ
っ
て
、
主
た
は
、
屡
々
更
新
さ
れ
、
合
法
的
に
選
出
さ
れ
、
常
設
的
で
あ
り
、

頻
繁
に
集
会
し
、
憲
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
形
式
に
し
た
が
っ
て
自
由
に
行
動
す
る
、
国
民
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
明
示
的
に
承
認
さ
れ
合
意
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
法
律
以
外
の
法
律
を
承
認
し
て
は
な
ら
な
い
。

オ
プ
グ
エ

五
法
律
は
、
一
般
意
志
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目
的
に
お
い
て
一
般
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
対
し
て
自
由
と
所
有
と
市
民
的
平

等
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
常
に
目
標
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
市
民
の
自
由
は
、
法
律
に
の
み
服
従
す
る
こ
と
、
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
権
威
に
の
み
従
う
拘
束
を
受
け
る
こ
と
、
処
罰
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
法
律

に
よ
っ
て
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
彼
の
能
力
の
あ
ら
ゆ
る
行
使
を
な
し
う
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
圧
制
に
対
し
抵
抗
す
る
こ
と
に
存
す
る
。

七
で
あ
る
か
ら
市
民
は
、
そ
の
身
体
に
お
い
て
自
由
で
あ
り
、
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
裁
判
所
の
前
に
の
み
訴
追
さ
れ
う
る
o

彼
が
逮
補
さ
れ
、
拘

留
さ
れ
、
投
獄
さ
れ
う
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
警
戒
措
置
が
違
反
行
為
の
賠
償
ま
た
は
処
罰
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
、
ま
た
法
律
に
よ
っ
て
規

ピ
ユ
プ
U
ツ

リ

マ

ン

コ

ン

ブ

ロ

ン

テ

定
さ
れ
た
形
式
に
し
た
が
っ
て
の
み
、
な
さ
れ
う
る
o

訴
追
は
公
開
ー
で
、
対
審
は
公
開
で
、
裁
判
は
公
開
で
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
起
訴
に
基
づ
き
法
律
に

論
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伺

よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
刑
罰
の
み
し
か
課
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
刑
罰
は
常
に
、
違
反
行
為
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
段
階
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
と
っ
て
同
等
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
で
あ
る
か
ら
市
民
は
、
そ
の
思
想
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
思
想
の
表
明
に
お
い
で
す
ら
自
由
で
あ
り
、
言
論
に
よ
り
、
著
作
に
よ
り
、
出
版
に
よ
り
、

そ
の
思
想
を
普
及
さ
せ
る
権
利
を
、
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
と
い
う
明
示
の
留
保
の
も
と
に
有
す
る
。
手
紙
は
と
り
わ
け
神
聖
た
る
べ
き
で
あ
る
。

九
で
あ
る
か
ら
市
民
は
、
そ
の
行
動
に
お
い
て
自
由
で
あ
り
、
旅
行
し
、
自
か
ら
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
住
居
を
移
転
し
、
国
の
領
域
か
ら
出
て
ゆ
く
こ
と

す
ら
、
法
律
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
場
合
の
留
保
に
お
い
て
で
き
る
。

一
O

公
共
の
事
項
に
つ
い
て
諮
問
し
、
市
民
の
受
任
者
に
対
し
訓
令
を
手
ぇ
、
ま
た
は
市
民
の
苦
情
の
改
善
を
求
め
る
た
め
に
、
合
法
的
な
形
式
に
お
い

て
集
会
す
る
能
力
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
権
利
を
浸
害
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
一
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
取
得
し
、
所
有
し
、
製
作
し
、
商
業
を
行
な
い
、
そ
の
能
力
と
勤
労
を
用
い
、
そ
し
て
白
か
ら
の
欲
す
る
ま
ま
に
そ
の
所
有
を

自
由
に
処
分
す
る
権
利
を
有
す
る
。
法
律
の
み
が
こ
の
自
由
に
対
し
、
一
般
的
利
益
の
た
め
に
修
正
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
二
い
か
な
る
人
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
と
所
有
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
何
人
も
強
制
さ
れ
な
い
。
犠
牲
は
、
全
社
会
に
対
し
て
の
み
負
う
も
の
で
あ
り
、
ま

た
公
共
の
必
要
の
場
合
に
の
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
の
場
合
社
会
は
所
有
者
に
対
し
同
価
値
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一
一
一
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
区
別
な
く
公
の
支
出
に
対
し
彼
の
財
産
の
率
に
応
じ
て
租
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
四
あ
ら
ゆ
る
租
税
は
、
も
し
労
働
お
よ
び
勤
労
の
意
欲
を
挫
き
、
も
し
食
欲
さ
を
刺
戟
し
風
俗
を
腐
敗
さ
せ
ま
た
人
民
に
対
し
そ
の
生
存
の
資
を
荒
廃

せ
し
め
る
傾
向
が
あ
る
な
ら
、
人
聞
の
権
利
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
五
公
の
収
入
の
徴
集
は
、
厳
格
な
会
計
、
確
定
さ
れ
理
解
容
易
な
規
則
に
服
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
納
税
者
が
迅
速
な
公
正
さ
を
獲
得
し
、

ま
た
公
収
入
徴
集
人
の
俸
給
が
厳
格
に
規
定
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昼、

J
Sア

ν

一
六
行
政
に
お
け
る
公
の
支
出
の
経
済
は
厳
密
な
義
務
で
あ
る
o

国
家
公
務
員
の
俸
給
は
か
な
り
高
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
報
酬
は
真
の
奉
仕
の

た
め
に
の
み
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
七
市
民
的
平
等
は
、
所
有
ま
た
は
口
問
格
の
平
等
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
平
等
に
法
律
に
服
従
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、

お
よ
び
法
律
の
保
護
に
対
し
平
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
の
う
ち
に
存
す
る
。

一
八
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
彼
ら
の
才
能
と
能
力
の
尺
度
に
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
的
、
聖
職
的
、
軍
事
的
公
職
に
就
任
す
る
こ
と
が

平
等
に
可
能
で
あ
る
。
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説

一
九
軍
の
設
立
は
立
法
府
に
の
み
所
属
す
る
。
軍
隊
の
数
は
議
会
に
よ
り
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
軍
隊
の
任
務
は
国
家
の
防
衛
で
あ
る
。
軍
隊
は
常
に

文
民
の
権
威
の
下
に
従
属
す
べ
き
で
あ
る
o
軍
隊
は
国
内
治
安
に
関
係
し
た
い
か
な
る
行
動
も
、
法
律
に
よ
り
指
定
さ
れ
・
人
民
に
知
ら
れ
・
軍
隊
に
与
え

マ

ジ

ス

ト

ヲ

ア
Y
ス
ベ
グ
グ
オ
y

る
命
令
に
つ
い
て
責
任
を
も
っ
と
こ
ろ
の
施
政
官
の
監
察
の
下
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
、
な
し
え
な
い
。

論

、
、

ミ
ラ
ボ
ー
は
こ
の
報
告
の
前
置
き
と
な
る
演
説
に
お
い
て
草
案
作
成
上
の
困
難
に
つ
い
て
る
る
述
べ
(
議
涼
は
必
長
一
死
弘
知
(
詩

は
約
の
怠
と
思
わ
れ
る
、
別
に
三

O
の
草
案
と
述
べ
て
い
る
部
分
あ
り
〉
を
一
ニ
日
で
主
と
め
る
む
つ
か
し
さ
、
ア
メ
リ
カ
人
が
も
っ
て
い
る
上
う
町
人
民
に
わ
か
り
や
す
い
日
常
的
な
「
政
治

的
真
理
」
を
宣
言
す
る
の
と
ち
が
っ
て
、
経
験
に
基
づ
か
ず
、
哲
学
的
演
鱒
に
よ
る
宣
言
の
方
法
上
の
困
難
さ
、
人
間
の
本
性
に
属
す
る
も
の
と
具
体
的
な
社
会
の
う
ち
に
あ
っ
て
受
け
る
修
正
を

ト

レ

・

ア

エ

1

7

ル

・

具

セ

I

V

Z

λ

ト

・

ミ

リ

ウ

1

日明日一一町一仰い勧札一日
V
一地一一比一ほれわ町、一門
.
J
4
4回
一
辻
、
討
が
吋
)
「
「
き
わ
め
て
弱
体
な
試
案
」
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
る
と
し
、
「
中
庸
」
を
す
す

め
、
そ
の
消
極
的
姿
勢
を
は
っ
き
り
出
し
て
い
る
。

ま
た
報
告
後
こ
の
草
案
を

「
極
端
な
不
信
の
念
を
も
っ
て
、

し
か
し
深
い
従
順
さ

(
精
油
比
)
」
を
も
っ
て
提
示
し
た
と
も
言
っ
て
い
る
。

全
般
的
に
寄
せ
集
め
的
で
あ
り
精
彩
を
欠
く
内
容
で
あ
る
が
、
前
文
は
、

第
六
部
会
案
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

確
定
条
項
の
そ

れ
に
非
常
に
近
い
。
第
一
八
条
の
公
職
就
任
規
定
は
確
定
六
条
四
項
に
這
入
る
こ
と
に
な
る
が
、

の
案
(
げ
れ
や
一
均
一
結
決
川
和
ェ
)
に
み
ら
れ
る
も
の
で
目
新
し
い
も
の
で
な
く
、
た
だ
第
一
九
条
の
軍
隊
に
対
す
る
文
民
優
位
を
確
定
し
て

い
る
点
だ
け
は
、
シ
ェ
イ
エ
ス
案
(
崎
純
ス

ι詣
)
よ
り
も
徹
底
し
て
い
る
。

八
月
一
八
日
の
議
会
で
の
討
論
で
は
、
委
員
会
案
に
対
す
る
反
対
意
見
が
強
い
(
な
h
h
刀
一
七
、
.
M
1
h
t忠
引
.
ト
レ
計
)
け
れ
ど
も
、

ミ
ラ
ボ
l
は
個
人
的
立
場
か
ら
憲
法
の
他
の
部
分
が
決
定
さ
れ
た
後
に
権
利
宣
言
を
確
定
す
べ
き
だ
と
い
う
爆
弾
宣
言
を
行
な
い

(
d
p

J
L
、
人
権
宣
言
遷
延
を
策
し
た
。
賛
成
意
見
も
あ
り
(
ム
お
り
十
)
、
一
九
日
に
は
義
務
宣
言
併
置
論
も
む
し
か
え
さ
れ
(
ド
ル
b
u
r
-
J
L

全
く
無
意
味
な
位
短
か
い
前
文
に
置
き
替
え
る
案
が
で
る
(
十
日
・
汗
が
ま
な
ど
、
反
人
権
宣
言
論
者
の
抵
抗
が
し
ぶ
と
く
つ
づ
い
て
い

る
。
し
か
し
多
数
の
議
員
が
ミ
ラ
ボ

I
提
案
に
激
し
く
反
対
お
け
2

f

J
一
M
U
W
、

~υ
げど
r
げ

υ
与
が
ヤ
一
)
、
結
局
、
一
九
日
に
委
員
会

「
殆
ん
ど
満
場
一
致
で
」
否
決
(
り
・

P
〈
戸
)
案
を
、
第
六
部
会
案
が
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
条
項
別
討
議
の
基
礎
と
な
る
案
と
し
て
選

封
建
制
廃
止
宣
言
お
よ
び
そ
れ
以
後
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同

~r
也
支
」
'
孔
た
へ
六
二

O
票。

γ
エ
イ
エ
ス
案
二
四

O
、
ラ
フ
-
O

R
'
f
F
7
イ
エ
ツ
ト
案
四
五
。

t
F
}
n
r
・
-
唱
・
呂
田
、

従
来
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
第
六
部
会
案
が
何
故
に
こ
れ
だ
け
多
数
で
採
択
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
(
叩
凶
W
M
M
M
村
岡
同
日
時
ほ

計
日
品
川
一
ゴ
γ)
が
、
案
自
体
の
内
容
が
と
く
に
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
個
性
や
支
持
者
の
は
っ
き
り
し
た
主
要
草
案

の
ど
れ
か
一
つ
を
と
れ
ば
敵
対
者
と
の
妥
協
が
む
づ
か
し
い
と
い
う
考
意
か
ら
、
議
員
の
多
数
に
と
っ
て
ま
ず
は
無
難
な
第
六
部
会
案
を

採
用
し
よ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
(
明
間
一
読
守

R

剛

1
計
一
む
い
U
ω

恥
一
端
h
b
u
M
加
が
り
ご
引
ト
M
・セ恥齢制一
L

h

h
時
N
f
何
一
日
時
一
日
U
M
U
U
に

え
ょ
う
か
.
部
会
に
関
す
る
議
会
慣
行
、
お
よ
び
八
月
の
部
会
に
つ
J
O

き
、
み
よ
、
〉
可
・
・
〈
国
戸
同
Y
M
E
N
-
u
b
・
ム
ユ
エ
は
第
二
八
部
会
」

な
お
、
一
八
・
一
九
日
の
討
論
中
、
ア
メ
リ
カ
の
例
が
相
当
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
権
利
宣
言
」
通
り
の
宣
言
を
す
る
こ
と
に

対
す
る
反
対
論

(
U
U一一

p
b
k
「
出
日
。
)
、
盲
従
へ
の
反
論
(
叶
一
ぶ
h
M
ト
刊
に
ど
肘
行
州
日
一
ぶ
j
h
M
料
レ
ベ
げ
同
計
町
一
炉
問
詩
情
一
間
一
間
一
つ
J
J

一
四
社
…
鉱
山
以
下
町

立
明
rvm
討
し
計
三
射
器
材
吋
児
科
習
ヨ
ヰ
ぷ
ぶ
断
)
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
宣
言
の
重
視
令
H
U
-
-
h
H
L
d
ι

明
記
-

A
人
が
制
定
法
と
し
て
権
利
宣
言
を
も
つ
こ
と
を
高
く
評
価
、
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
、
権
利
請
願
、
権
利
章
典
な
ど
を
引
用
、
法
に
よ
る
同
輩
裁
判
な
く
し
て
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
ぬ
と
い
う
法
文
が
イ

ギ
リ
只
法
の
公
理
と
な
っ
て
い
る
ニ
と
を
的
確
に
論
じ
て
い
る
。
彼
は
、
第
一
次
憲
法
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
ム
ユ
エ
等
と
と
も
に
穏
健
派
に
嵐

i

し
た
。
本
誌
一
五
巻
-
号
、
一
ニ
一
貝
。
父
親
を

国
主
に
助
け
て
も
ら
い
、
心
情
的
動
主
派
で
あ
る
が
、
モ
ン
テ

R
キ
ュ
ー
に
心
酔
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ハ
ト

l
y
や
ド
ロ
ル
ム
を
説
み
、
ま
た
ア
ダ
ム
見
や
リ
ゲ
イ
ン
ダ
ス
ト
Y

を
読
み
ア
メ
リ
カ
の

事
情
に
も
通
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同

-
F
V明
g官
-
Z
同V
Z宮
山
南
向

Uo邑
忍
品
。
。

B
E
E
Z
E
r
-
"
の

S
E
E
m
z
o
C言
明
)
二
r
，
Z

3

3・
5
8・唱・

8
・
8
〉
・
同
VJ
〈

E-

E
F法
三
日
時
銭
貯
ぷ
叫
九
点
捕
さ
、
等
の
発
雪
江
川
、
イ
ヱ
リ
ネ
ッ
ク
の
単
純
な
断
定
(
ザ
メ
都
議
室
邸
玄
一
沢
町
地
下
)
に
対

す
る
疑
問
を
裏
づ
け
る
資
料
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
o

一七八九年人権宣言研究序説

「
国
民
議
会
の
第
六
部
会
(
田
区
役

S
V
5
8
2
)
に
お
い
て
審
議
さ
れ
」
条
項
別
討
議
の
基
礎
と
し
て
議
決
さ
れ
た
、

の
権
利
の
宣
言
案
」
は
次
の
通
り

(
M
Y
L
l
r
J
4増
刊
が
立
時
ぃ
)
。

「
人
間
と
市
民
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7
ヲ

γ
ス
人
民
の
代
表
者
は
、
国
家
の
憲
法
を
刷
新
し
、
諸
権
利
を
確
定
し
‘
立
法
権
お
よ
び
執
行
機
の
行
使
と
限
界
と
を
確
定
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
国
民

議
会
に
集
会
し
議
席
に
つ
き
、
社
会
秩
序
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
良
き
憲
法
は
そ
の
基
礎
と
し
て
不
動
の
諸
原
則
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
自
由
と
な
る
た
め
に

フ
分

P
ス
・
コ
ミ
ユ
1
ヌ

生
れ
た
と
こ
ろ
の
人
間
が
政
治
社
会
の
制
度
広
岡
服
す
る
の
は
白
か
ら
の
自
然
権
を
共
同
の
武
力
の
庇
護
下
に
お
く
た
め
に
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
宇
宙



説

の
至
高
の
立
法
者
の
臨
在
の
も
と
に
人
間
と
市
民
の
権
利
を
厳
粛
巳
硲
立
し
か
っ
承
認
せ
ん
と
欲
し
、
そ
れ
ら
の
権
利
は
次
の
ご
と
き
真
理
に
本
質
的
に
根
拠

を
お
く
こ
ム
を
宣
言
す
る
。

ゲ
エ
イ
zh

一
条
各
々
，
の
人
間
は
、
白
か
ら
の
保
存
の
た
め
配
慮
す
る
権
利
と
幸
福
で
あ
ろ
う
と
す
る
欲
求
を
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
。

ピ
ア
ン
・
ネ

t
ト山
F

二
条
人
間
の
保
存
を
篠
保
し
福
利
を
獲
得
す
る
た
め
、
各
々
の
人
間
は
諸
々
の
能
力
を
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
充
分
か
つ
完
全
に
行
使

す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
自
由
(
の
本
質

l
筆
者
)
が
存
す
る
。

三
条
こ
れ
ら
の
能
力
の
行
使
か
ら
所
有
権
(
舟
o
I
常
切

3
同
法
含
恥
)
が
生
ず
る
。

四
条
各
々
の
人
間
は
白
か
ら
の
自
由
と
白
か
ら
の
所
有
に
対
し
平
等
の
権
利
を
も
っ
。

五
条
し
か
し
各
々
の
人
間
は
白
か
ら
の
諸
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
合
じ
資
質
(
ヨ
ouBω)
を
自
然
か
ら
受
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
人
問

相
互
間
の
不
平
等
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
不
平
等
は
自
然
自
体
の
う
ち
に
あ
る
。

六
条
社
会
は
、
資
質
の
不
平
等
さ
の
さ
中
に
あ
っ
て
権
利
の
平
等
を
維
持
す
る
必
要

(rgc-ロ
)
か
ら
、
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

七
条
社
会
状
態
に
お
い
て
は
、
各
々
の
人
間
は
、
白
か
ら
の
飽
-
力
の
自
由
か
つ
正
当
な
行
使
を
実
現
す
る
た
め
、
彼
の
同
胞
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
行
使

を
承
認
し
、
尊
重
し
か
っ
促
進
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ふ
。

八
条
こ
の
必
然
的
な
相
互
性
か
ら
、
結
合
し
た
人
間
相
互
間
に
権
利
と
義
務
と
の
二
重
関
係
が
帰
結
さ
れ
る
。

九
条
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
目
的
は
、
こ
の
二
重
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
法
律
の
成
立
が
由
来
す
る
。

一
O
条
法
律
の
目
的
は
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
保
障
し
、
あ
ら
ゆ
る
義
務
の
遵
守
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
一
条
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
第
一
の
義
務
は
白
か
ら
の
力
側
(
円
右
足
Em)
と
才
能

(
E
g同
)
に
し
た
が
い
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
あ
ら

ゆ
る
市
民
は
あ
ら
ゆ
る
公
職
に
投
喚
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。

一
二
条
法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
法
律
の
形
成
に
は
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
直
接
的
に
協
力
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
三
条
法
律
は
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
同
一
た
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
い
か
な
る
政
治
的
権
威
も
、
そ
れ
が
法
律
の
名
に
お
い
て
命
令
す
る
か
ぎ
り
に
お

い
て
市
民
に
対
し
義
務
づ
け
る

(ozw哲
吉
町
市
)
も
の
で
あ
る
。

一
四
条
い
か
な
る
市
民
も
、
法
律
に
依
拠
し
、
法
律
が
規
定
す
る
形
式
に
よ
り
、
法
律
が
予
め
規
定
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
訴
追
さ
れ
え
ず
、
そ
の

所
有
の

F
使
に
つ
い
て
邪
魔
さ
れ
え
ず
、
そ
の
自
由
の
行
使
に
つ
い
て
妨
害
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

ラ

ン

エ

タ

フ

定

W
A
ナユ
1
ヌ

ア

ク

セ

プ

オ

ン

、

法
律
が
処
罰
す
る
場
合
に
は
、
刑
罰
は
、
位
階
ま
た
は
身
分
ま
た
は
資
産
に
よ
っ
て
い
か
な
る
特
別
扱
い
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
違
反
行
為
に
常
に

論

五
条
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比
例
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
六
条
法
律
ほ
秘
密
の
う
ち
に
犯
さ
れ
た
違
犯
行
為
に
ま
で
効
力
が
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
宗
教
や
道
徳
が
法
律
を
補
足
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
社
会
の
善
良
な
秩
序
自
体
の
た
め
に
、
一
方
が
他
方
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

一
七
条
宗
教
の
維
持
の
た
め
に
は
公
け
の
礼
拝
を
必
要
と
す
る
o

し
た
が
っ
て
公
け
の
礼
拝
を
尊
重
す
る
こ
と
は
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
。

、、

一
八
条
確
立
さ
れ
た
礼
拝
を
か
く
乱
し
な
い
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
決
し
て
不
安
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

一
九
条
思
想
の
自
由
な
交
流
は
市
民
の
権
利
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
他
人
の
諸
権
利
を
害
し
な
い
限
り
は
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

二
O
条
人
間
と
市
民
の
権
利
の
保
障
は
公
け
の
武
力
を
必
要
t

と
す
る
。
こ
の
武
力
は
し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
人
の
利
益
(
】
・

2
2
g向
。
含

gE)
の
た
め
設

立
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
武
力
が
委
ね
ら
れ
た
人
々
の
偲
別
的
な
有
用
さ
の
た
め
で
は
な
い
。

一
一
一
条
公
け
の
武
力
の
維
持
の
た
め
、
統
治
様
様
の
そ
の
他
の
諸
費
用
の
た
め
、
共
通
の
租
税
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
割
当
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
市

民
の
間
で
厳
格
に
比
例
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
二
条
公
け
の
租
税
は
各
々
の
市
民
の
所
有
か
ら
取
り
上
ゆ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
、
市
民
は
そ
の
必
要
性
を
確
認
し
、
そ
れ
に
自
由
な
同
意
を
与
え
、
そ
の
使

ク

オ

テ

イ

デ

ア
M
V

エ
ツ
ト
ル
ク
ー
グ
戸
マ
ン

用
を
追
求
し
、
分
担
一
額
、
割
当
、
取
立
て
お
よ
び
期
限
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
利
を
も
っ
。

二
三
条
社
会
は
、
そ
の
行
政
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
公
務
員
に
対
し
報
告
を
要
求
す
る
権
利
を
も
っ
。

二
四
条
権
利
の
保
障
が
確
保
さ
れ
ず
、
権
力
の
分
立
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
社
会
は
、
真
の
憲
法
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

同

こ
の
案
を
通
見
し
て
、
次
の
こ
と
に
気
付
く
。
最
初
の
一

O
箇
条
の
う
ち
(
少
な
く
も
表
現
上
〉
確
定
条
項
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の

は
な
い
。
ま
た
、
自
由
・
所
有
権
・
平
等
の
言
葉
は
あ
る
が
、
人
間
相
互
間
の
資
質
の
不
平
等
が
「
自
然
自
体
」
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
を

確
認
し
「
権
利
」
の
平
等
を
強
調
し
て
い
る
点
(
浦
知
.
)
、
確
定
一
条
の
趣
旨
と
一
致
す
る
が
(
和
ド
則
一

U
m枇
吋
月
一
件
当
論
判
1
1
開
対
恥
)
、
実
質

的
不
平
等
の
ユ
ユ
ア
ジ
ス
が
強
く
、
ま
た
、
権
利
と
同
時
に
義
務
を
明
示
し
そ
の
二
重
関
係
を
強
調
し
て
い
る
点

3
4か
也
、
従
来
の
案
の
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う
ち
で
保
守
的
な
傾
向
に
属
し
、
宣
言
反
対
論
者
の
主
張
す
ら
包
み
込
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
一
一
条
以
下
に
は
、
確
定
案
と
符
合
す
る
も
の
が
出
て
い
る
。
羽
(
崎
一
白
性
一
時
)
二
(
帥
訟
は

D
(姉
崎
帥
)
六
④
(
問
細
腕
)
と
同
旨
だ
が
、

こ
の
趣
旨
は
八
月
四
日
封
建
制
廃
止
宣
言
以
後
の
諸
案
に
出
て
お
り
(
迎
、
新
発
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会
へ
の
奉
仕
の
義
務
に
起
源



説

が
お
か
れ
て
い
る
ミ
と
に
注
意
。

w
一
二
は
、

D
六
①
②
と
同
旨
で
あ
る
が
、
直
接
民
主
制
の
趣
旨
の
み
を
出
し
て
い
る
の
は
、
同
旨
を

論

出
し
た
ク
レ
ユ
エ
ー
ル
案
(
制
)
等
に
前
例
が
あ
る
と
は
い
え
、
む
し
ろ
急
進
的
要
素
の
混
入
と
み
う
る
。

w
一
四
は
D
七
①
と
同
旨
を
含

む。

w
u
一
五
は

D
六

ωと
同
旨
。

wn
二
O
は
D
一
二
に
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
る
。
従
来
は
関
連
し
て
述
べ
た
条
項
が
あ
っ
た
に
と
ど
ま
る

の
だ
が

o
w二
一
は

D
一
三
と
同
旨
だ
が
、
平
等
原
則
の
明
示
を
避
け
比
例
原
則
の
み
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
封
建
制
廃
止
宣
言
か
ら
の

後
退
で
あ
り
、

D
一
一
一
一
で
は
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
羽
二
二
は

D
一
四
と
同
旨
o
w
n
二
三
は
そ
の
ま
ま
D
一
五
と
な
る
。
従
来
の
案
の

「
責
任
」
と
い
う
言
葉
の
落
ち
た
後
退
方
式
。
百
二
四
は
有
名
な
D
一
六
と
し
て
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
る
新
定
式
で
あ
る
。

1た

本
項
に
お
け
る
以
上
の
分
析
・
検
討
に
基
づ
き
、
こ
の
段
階
に
現
わ
れ
た
最
も
注
目
す
べ
き
問
題
点
と
意
義
と
を
、
次
の
三
点
に
総
括

し
て
お
き
」
た
い
。

第
一
に
は
、
八
月
四
日
封
建
制
廃
止
宣
言
。
の
人
権
宣
言
制
定
過
程
上
の
意
義
で
あ
る
。
同
宣
言
は
、
フ
ラ

γ
ス
の
殆
ん
ど
全
地
方
に
ま
た

が
る
「
農
民
の
革
命
」
の
脅
威
と
既
成
事
実
に
直
面
し
た
国
民
議
会
が
、
自
由
主
義
的
(
蝉
帥
)
貴
族
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
に
よ
り
、
土
地
所
有

貴
族
お
よ
び
第
三
身
分
の
所
有
を
実
質
的
・
基
本
的
に
確
保
し
つ
つ
も
農
民
の
人
身
的
隷
属
制
と
封
建
的
諸
特
権
の
廃
止
を
宣
言
す
る
こ

と
に
ー
よ
っ
て
、
反
革
命
的
勢
力
(
鞠
位
十
一
駄
)
宏
抑
え
、
ま
た
第
三
身
分
が
そ
の
所
有
権
を
守
る
た
め
法
の
遵
守
と
弾
圧
を
要
求
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
国
王
の
軍
隊
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
農
民
大
衆
と
分
裂
敵
対
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
農
民
を
封
建
制
の
く
び
き
か
ら
一
応
法
律

的
に
解
放
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
農
民
の
破
壊
的
実
力
行
使
を
慰
撫
し
、
革
命
を
そ
の
段
階
で
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
が
人
身
的
隷
属
制
を
廃
棄
L
た
と
い
う
意
味
ぞ
は
、
「
国
民
議
会
は
封
建
制
度
を
完
全
に
廃
棄
」
し
た
も
の
で
あ
る

が
封
建
的
財
産
特
権
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
建
前
上
資
本
主
義
的
買
戻
し
の
軌
道
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
上
は
旧
制
度
を
継
続
さ
せ

る
と
い
う
、
「
不
完
全
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
の
州
・
市
町
村
が
諸
特
権
を
放
棄
(
矧
噌
H

)

し
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

共

北法18(3・74)480 



通
の
法
律
の
前
に
平
等
な
全
フ
ラ
ン
ス
と
全
フ
ラ
ン
ス
人
の
、
法
律
的
統
一
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

人
権
宣
言
制
定
過
程
上
、
こ
の
宣
言
は
、
疑
も
な
く
決
定
的
な
土
台
作
業
を
実
現
し
た
。
そ
れ
は
農
民
大
衆
危
四
仰
臥
一
J
E
以
∞

m
M払
帥

え
い
じ
の
切
実
な
実
際
的
要
求
を
、
「
請
願
書
」

(
4
崎

15玲
子
炉
山
)
の
段
階
を
こ
え
て
、
さ
ら
に
率
直
・
大
胆
か
つ
具
体
的
に
反
映

し
た
も
の
で
あ
る
。
人
権
宣
言
確
定
条
項
に
い
う
人
聞
が
生
れ
な
が
ら
「
権
利
に
お
い
て
平
等
」
(
一
)
、
法
律
の
下
の
平
等
(
五
①
、

六
③
)
、
租
税
の
平
等
(
一
一
一
一
)
が
、
具
体
的
に
は
農
民
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
か
を
、
八
月
四
日
宣
言
と
一
一
日
議
会
令
は
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

ま
た
、

公
職
就
任
の
自
由
す
な
わ
ち
身
分
そ
し
て
土
地
か
ら
の
解
放
の
条
項
(
六
④
)
が
こ
の
宣
言
〈
九
〉
と
議
会
令
三
一
〉

を
境
と
し
て
確
定
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
意
味
深
い
。
し
か
し
資
本
主
義
的
所
有
の
神
聖
不
可
侵
性
の
鉄
則
が
明

確
に
終
始
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
(
一
七
〉
は
、
人
権
宣
言
が
、
農
民
の
た
め
と
い
う
よ
り
有
産
者
(
花
川
崎
戸
)
の
宣
言
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

侍

第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
影
響
お
よ
び
そ
の
限
度
の
問
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
憲
法
が
国
民
議
会
議
員
が
参
照
し
う
る
よ
う

な
即
時
餅
ど
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
議
事
録
付
録
の
カ
ル
ト
ウ
案
(
対
地
頁
)
に
も
そ
の
証
拠
が
出
て
い
る
。
し
か
し
カ
ル
ト
ウ
案
す
ら
他
の

フ
ラ
ン
ス
人
の
諸
案
(
二
h

恥
一
一
十
む
を
参
照
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
諸
憲
法
の
単
な
る
焼
な
お
し
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
影
響
の
最
も

強
い
と
考
え
ら
れ
る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
案
は
、
そ
の
間
療
的
影
響
は
さ
て
お
き
(
尚
一
vぷ
一
一
わ
ね
均
一
u
b
u
r
g
、
結
局
条
項
別
討
議
の
基
礎

案
と
し
て
は
排
斥
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
国
民
議
会
に
お
け
る
討
論
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
の
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
の
相
違
が
相

当
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
荒
川
り
バ
パ
d
似
品
世
間
一
融
制
一
裂
い
可
糊
銅
山
ぷ
桜
一
社
説
明
一
一
)
ア
メ
リ
カ
の
「
模
範
」
に
倣
う
べ
き
こ
と
の
強
調
は
、
人

権
宣
言
を
制
定
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
(
此
臨
む
、
そ
の
内
容
を
模
倣
・
追
随
す
べ
し
と
い
う
主
張
で
は
な
く
、
む

し
ろ
一
歩
先
ん
ず
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
功
一
市
r
h
v
h
D
U
)
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
方
こ
の
段
階
で
、
.
ル
ソ

l
的
な
直
接
民
主
制
的
思
想
が
は
っ
き
勿
看
取
さ
れ
る
草
案
が
出
て
き
た
こ
と
(
刊
行
一

U
一
三
河
「
一
一
兆
一
子

北法18(3・75)481
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説

液
則
一
二
時
心
山
一
読
矧
山
ハ
時
崎
明
ド
ロ
臨
む
許
制
伽
)
、
封
建
制
の
い
三
人
い
に
苦
し
む
フ
ラ

γ
ス
農
民
の
切
実
な
実
際
的
要
請
が
た
し
か
に
反

映
し
た
こ
と
(
問
問
臥
旧
制
)
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
宣
言
や
憲
法
の
知
識
と
導
入
論
が
有
力
な
草
案
や
発
言
に
出
て
い
る
こ
と
(
や
-
一
一
部
臨
判
岬

品
加
ヲ
ド
ィ

b
)
な
ど
の
証
拠
を
点
検
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
憲
法
の
影
響
の
限
界
と
、
他
の
法
思
想
の
多
元
的
流
入
の
事
実
は
、
一
層

明
瞭
で
あ
り
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
一
面
的
な
速
断
の
反
証
と
な
り
え
よ
う
。

第
三
に
、
こ
の
段
階
の
結
論
と
し
て
、
第
六
部
会
案
が
条
項
別
討
議
の
基
礎
案
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
従
来
の
諸
案
の
う
ち
で
は
比

較
的
急
進
的
と
さ
れ
た
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
お
よ
び
シ
ェ
イ
エ
ス
案
を
排
斥
し
、
ム
ニ
エ
ら
穏
健
な
自
由
主
義
的
立
憲
派
か
ら
右
の
議
員
た

ち
、
人
権
宣
言
制
定
に
消
極
的
な
保
守
派
を
含
め
た
議
員
ら
に
よ
り
、
第
六
部
会
案
が
比
較
的
無
難
で
あ
る
た
め
承
認
さ
れ
た
も
の
と
い

え
よ
う
。
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
中
道
お
よ
び
右
派
の
作
品
で
あ
る
か
ら
(
川
配
M
V
伽
酌
い
詩
情
M
U
)
、
よ
り
進
ん
だ
傾
向
の
議
員
の
千
捗

を
当
然
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
次
項
、
条
項
別
討
議
に
お
い
て
展
開
さ
れ
、
基
礎
案
は
大
修
正
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
o

こ
の
段
階
で
新
た
に
出
て
き
た
権
利
内
容
な
い
し
法
思
想
の
諸
要
素
を
確
定
条
項
と
関
連
づ
け
て
次
の
表
に
ま
と
め
、
前
表
(
4暗
証

寸

削
配
偶
一
聞
い
払
械
で
)
を
補
足
し
、
厳
密
な
分
析
の
た
め
の
第
二
資
料
と
し
て
整
序
し
て
お
く
。

論

Ii 
人

権

宣
言

確

定

条

項

と

諸

草

案

の
対

照

表

(2) 

使

略

号

用532 

七
月
二

O
l一
一
一
日
ジ
ェ
イ
エ
ス
案

:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
... 

一
五
巻
一
号

一
O
l
一
一
一
頁

Sv 

本
号

四
五

l
四
六
頁

七
月
三

O
日

セ

ル

ヴ

ア

ン

北法18(3・76)482
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Cr 

八
月
一
日
夕
レ
ニ
エ
ー
ル

Th 

八
月

日
ト
ウ

レ

案

A 

八
月
四
日
封
建
制
廃
止
宣
言
項
目

)
八
月
一
一
日
封
建
制
廃
止
議
会
令
:
:
:
:
・
:
:

A 

八
月
一
二
日
プ

l
シ
ュ
案
:
・

B 

八
月
一
一
一
日
ラ
ポ

l

・
ド
・
サ

Y

テ
ヂ
エ
ン
ヌ
案
・

R Mg 

八
月
一
二
日
ム
ニ
エ
の
統
治
様
構
案
:
:
:
:
:
:
:
:

U 

八
月

日
第

部
会
案

S42 

八
月
一
一
一
日

γ
エ
イ
エ
ス
案
・
:
:
:
:

Ca Cs 

八
月
一
一
一
日
カ
ル
ト
ウ
案
・

D 

八
日
二
七
日
確
定
条
項

八
月
一
七
臼
報
告
の
五
人
委
員
会
案
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:

確
定
条
項
一
条
人
間
は
、
自
由
で
ま
た
権
利
に
お
い
て
平
等
な
も
の
と
し
て
生
れ
、

る
。
社
会
的
差
別
は
、
共
同
の
利
益
に
の
み
基
づ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

生
存
す

二
条
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
結
合
の
目
的
は
、
人
間
の
自
然
で
消
滅
す
る
こ
と
の
な
い
諸
権
利
を
保

全
す
る
こ
と
に
存
す
る
。

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

本
号

四
七
頁

四
八
頁

五

頁

五
回

i
五
六
頁

六
一
一
良

ハ
二
'
l六
三
頁

ム
ハ
コ
一
頁

七
一

l
七
三
頁

六
一
二
|
六
六
頁

ハ
六

i
六
七
頁

六
七

l
七

O
頁

』唱

--、~
六D る法 Cr
、六 。律九

権③ 上が
刺参 特強
の照 権調
平。を。

等 542 廃 A
。五止一
人すこ
身ベ〉
録きが
属趣人
制l 旨身
杏は的
定、緑

既属
C5 こllJJ

532を
問一完
旨五廃
合に。

む出な
。 てお

百い

北法18(3・7η483



説

』
れ
ら
の
権
利
は
、
自
由
、
所
有
、
安
全
お
よ
び
圧
制
へ
の
抵
抗
で
あ
る
。

条

あ
ら
ゆ
る
主
権
の
源
泉
は
、
本
質
的
に
国
民
に
存
す
る
。

さミA・

""' 

}
九
六
、
圧
制
へ
の
抵
抗
権
合
む

い
か
な
る
団
体
も
、
い
か
な
る
個
人
も
、
国
民
か
ら
明
示
的
に
派
生
し
な
い
と
こ
ろ
の
権
威
を

}

E

行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一C
三
に
同
旨
合
む
。

四
条

自
由
と
は
、
他
人
を
害

b
な
い
こ
と
は
す
べ
て
な
し
う
る
こ
と
に
存
す
る
。

-

R
「
所
見
」
で
理
論
的
説
明
。
臼
九
説
明
。

『
百
二
、
自
由
の
本
質
規
定
。

し
た
が
っ
て
、
各
人
の
自
然
権
の
行
使
は
、
社
会
の
他
の
構
成
員
に
対
し
こ
れ
ら
の
同
じ
権
利

di
-
n七
、
八
、
権
刺
・
義
務
の
二
重
関
係
規
定
。

の

亨

有

を

確

保

す

る

と

こ

ろ

の

限

界

以

外

の

限

界

を

も

た

な

い

。

一

こ
れ
ら
の
限
界
は
法
律
に
よ
っ

τの
み
決
定
さ
れ
る
。

五
条

法
律
は
、
社
会
に
有
害
な
行
為
で
な
け
れ
ば
禁
止
す
る
権
利
は
な
い
。

法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
こ
と
は
、
阻
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
何
人

も
法
律
が
命
じ
て
い
な
い
こ
と
を
な
す
よ
う
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ノ、
条

法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
で
あ
る
。

す
べ
て
の
市
民
は
、
彼
ら
自
身
で
ま
た
は
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
、
そ
の
作
成
に
協
力
す
る
権

利
を
も
っ
。

、ー・『〆回---
E調 Mg
丸。「
、C;自

} 六 由

Oがに
同法つ
旨律い
。tこて
の」

急が
手法
る 2
と配
由こ
、よ

自る

申自
長由
定を
。強

、.園、--'
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d

A

一
、
三
、
四
、
一
一
、
一
二
、
一
三
(
一
、
二
、
古
て
四
、

法
律
は
、
保
護
す
る
場
合
で
も
、
処
罰
す
る
場
合
で
も
、
す
べ
て
の
も
の
に
と
っ
て
同
一
で
な
一
一

O
)
が
法
律
の
下
の
平
等
・
全
国
ハ
民
)
的
続
一
を
成
立
さ

匂

5

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

せ

た

。

H
一
三
、
一
五
、
同
旨
・

c
一
七
所
有
と
品
格
の
不
平

』
等
示
唆
.

す
べ
て
の
市
民
は
法
律
の
限
に
と
っ
て
平
等
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
能
カ
に
し
た
が
い
、
彼
ら
.
一
位
A
4
4
1
刊
駄
に
宣
言
。

の
徳
性
と
才
能
以
外
の
差
別
を
の
ぞ
け
ば
、
ひ
と
し
く
あ
ら
ゆ
る
公
の
高
職
、
地
位
お
よ
び
職

V

凶
七
四
同
官
。

務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
。

-
s三
八
、
同
皆
、
封
建
的
偏
見
排
斥
。

』

c
一
八
同
官
。

H
一
一
周
回
目
だ
が
義
務
の
-
一
ユ
7
y
ス
あ
り
。

七
条
何
人
も
、
法
律
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
場
合
で
、
か
つ
法
律
の
規
定
す
る
形
式
に
よ
る
の
で

d

s

{

C
七
同
旨
含
む
。

な
け
れ
ば
、
訴
追
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
拘
禁
さ
れ
え
な
い
。

-

E
一
四
同
旨
。

八
条
法
律
は
、
厳
格
で
明
白
に
必
要
な
刑
罰
の
み
を
定
め
ね
ば
な
ら
ず
、
何
人
も
、
目
犯
罪
に
先
}

立
っ
て
制
定
公
布
さ
れ
、
か
つ
適
法
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
処
罰
さ
れ
}
山
七
同
旨
含
む
。

る

こ

と

は

な

い

。

』

同

針
一
一
③
⑤
、
参
照
。

B
一
一
一
一
、
一
四
、
五
O
、
五
一
、
五
二
、
五
三
が
関
連
、
詳
し

く
規
定
。

R

「
所
見
」
中
思
想
の
自
由
の
部
分
も
参
照
に
値
ナ
。

S
「
憲
法
案
」
一
部
二
条
同
旨
含
む
。
百
一
六
、
一
七
、
一
八

関
連
.

一七八九年t.権宣言研究序説

一
O
条
何
人
も
そ
の
意
見
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
宗
教
上
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
表
明
が
法

律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
公
共
の
秩
序
を
乱
す
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
不
安
な
ら
し
め
ら
れ
で

は
な
ら
な
い
。

一
二
条
人
間
と
市
民
の
権
利
の
保
障
は
公
共
の
武
力
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
武
力
}
匂
「
憲
法
案
」
三
部
四
条
関
述
。

は
、
す
べ
て
の
人
の
利
益
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
委
託
さ
れ
た
人
々
)
向
一
九
が
軍
に
対
す
る
文
民
優
位
規
定
お
く
。

の
個
別
的
利
益
の
た
め
で
は
な
い
。

}

H
二
O
と
全
く
同
じ
。
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説

一
三
条
公
共
の
武
カ
を
維
持
し
、
行
政
の
経
費
に
あ
て
る
た
め
、
共
同
の
租
税
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
問
に
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
ひ
と
し
く
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

論

』ーー---

lJlJ S'2廃 A A 
な憲止二七
く 法 ま
」案た五八
とーは、(
表部買六九
現一炭、)
。二しーに
百条う三ょ
二「 るハり
一平も五特
「等の、権
平にと六廃
等」す、止
」を。一

強追 二租
調加 )税
な. は平

L Co 封等
。ー建を
三的打
は 負出
「 担す
医世

一
四
条
す
べ
て
の
市
民
は
、
彼
ら
自
身
で
ま
た
は
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
、
公
共
の
租
税
の
必
一
。
八
同
旨
。

要
性
を
確
認
し
、
そ
れ
を
自
由
に
承
諾
し
、
そ
の
使
途
を
追
求
し
、
主
た
そ
の
数
額
、
基
礎
、
~
匂
三
四
、
三
五
、
三
六
。

徴

収

お

よ

び

存

続

期

聞

を

決

定

す

る

権

利

を

も

っ

。

』

百

二

二

、

同

官

。

一
五
条

社
会
は
、
そ
の
行
政
に
属
す
る
す
べ
て
の
公
務
員
に
報
告
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

一
六
条
権
利
の
保
障
が
確
保
さ
れ
ず
、
権
力
の
分
立
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
あ
ら
ゆ
る
社
会
は

憲
法
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
七
条
所
有
は
、
神
聖
で
不
可
侵
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
、
適
法
に
確
認
さ
れ
た
公
共

の
必
要
性
が
明
白
に
要
求
す
る
場
合
で
、
事
前
に
正
当
な
補
償
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
奪
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

}
百
二
一
二
、
全
く
同
じ
。

ア
u
四
O
同
旨
、
「
分
立
」
の
器
用
う
。

}
咽
二
四
、
殆
ん
ど
全
く
そ
の
ま
ま
。
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Co B精 A
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Vol. XVIII No.3 The Hokkaido Law Review 

Introduction a l' etude sur la Dec1aration des 

droits de l'home et du citoyen de 1789 (3) 

Tadakazu FUKASE 

Professor a la F aculte 

Droit constitutionnel 

A la suite du num合o1 du volume XV de c巴tteRevue， on 

continue d'avancer j'examen des travaux preparatoires de la De-

cIaration des droits a !' Assemblee Nationale Constituante. 

Ce present numero traite une phase transitoire apres le rapport 

du premier Comite de Constitution (1e 27 juilIet) jusqu'a !'a-

doption du projet du Sixieme bureau de l' Assemble巴commeprojet 

de base pour la discussion par articIes (le 19 aout). 

Phase transitoire， mais， soulignons-nous， a la fois decisive 

et importante pour la cause et le contenu de la DecIaration des 

droits. Decisive， parce qu古 lafameuse nuit du 4 aout la Declaration 

de l'abolition de la feoda:!ite est intervenue et qu'eIle a deblaye 

la r色istancede conservateurs pour s' acheminer vers la redaction 

et l'adoption du projet definitif. Inportante， .parce que cette proc-

lamation de l'abolition de droits feodaux ainsi que nombreux 

projets de DecIaration present色 ausein de l' Assemblee nous 

fourniront les elements d'idees nouveaux qu'on n'avait pu trouver 

dans la phase precedante. 

Les conclusions de !'etude du present numero auront donc 

doubles rubliques 1) la signific3.tion politique et sociale de la 

nuit du 4 aout dont l'Assemblee precisera les cJnsequences ju-

ridiques par son decret du 11 aout， et son influence sur le projet 

definitif; 2) les nouveaux elements d'idees constitutionnelles qui 

seront incorpor'白 dansle texte acheve， et quelques ref1exions sur 

la nature et la limite ue l'influence de l' Amerique septentrionale. 
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1) La Declaration de l'abolition de la feodalite signifie une 

“manoeuvre parlmentaire" tres habile， bien preparee d'ailleurs， 

sur l'initiative de quelques nobles liberaux qui tendらconcilier

les deux exigenc2s imp白台uses ca1mer 1es paysans revoltes de 

provinces pour r白ab1irla tranquillite g白erale，en 1egitimant 

le“fait-accompli" de la “見volutionpaysanne" d'une part， et d'autre 

part conserver au fond les droits aquis et vitaux de proprietaires 

nobles et bourgeois au nom de la propriete "inviolable" et par 

le mecanisme de“rachat" et “remboursement" (cf. Au1ard， Lefe-

bvre， Jaures， Soboul， Sagnac， Garaud， etc.). 

Elle a rea1ise ainsi“l'unite juridique" du royaume et de la 

Nation francais色 surla base de laquel1e l' Assemblee va edifier 

son oeuvre constitutionnel1e， et reconnaissons bien qu'elle a aboli 

“entierement" le regine feodal quant a la servitude personnelle 

mais ne l'etait que formellement quant aux droit3 proprietaires. 

Les revendications d'immenses paysans (85 r:~ de la population 

de l'epoque， Soboul) ont pu trouver leurs quelques ref1ets dans 

ces Declaration et decret de l' Assemblee et a travers des quels 

dans 1e texte definitif de 1a Declaration des droI1;s. Qu'est ce que 

representent concretement“les hommes naissent et demeurent 

・egauxen droits" (art. 1 du texte definitif)，“la loi... doit 

etre la neme pour tous， soit qu'elle protege，soit qu'el1e punisse" 

(art. 6)，“une contribution... doit etre ega1ement repartie entre 

tous 1es citoyens" (art. 13)? A ces questions， repondront 1es chefs 

1， 3， 4， 11， 12， 13， 2， 5， 6， 7， 8， de la Declaration du 4 

aout avec leurs .precisions juridiques des articles 1， 2， 3， 4， 10， 

5， 6， 9， 12， du decret du 11. Remarquons notamment chef 5 

de la Declaration ainsi qu'article 11 du decret dont 1e contenu 

sera reproduit dans l'article 6 du texte definitif， c'est-a-dire，“tous 

les citoyens etant egaux a ses (loi) yeux， sont egalement adm 

北法18(3・253)609 Summary 4 



Vol. XVIII No.3 The Hokkaido Law Review 

issibles主toutesdignites， places et emplois publics， selon leur 

capacitιet sans autre distinction que c己11ede leurs vertus et de 

leurs talents." N'est ce pas c'est la liberation de Paysans， du 

meme coup， de leur "etat" et de la “terre" de leurs segneurs? 

C'est cette idee pratiquement tres importante que la Declaration 

du 4 aout a d出initivementetablie， peut-on dire， au profit de 

paysans fran伊is(avant le 4 out le projet de Thouret (le 1 aout) 

田 ulmentionne un mot sur ce propos (iv)， mais apres le 4， tra-

itent en detail ce sujet tous les projets importants， ceux de Bouche 

(art. 74)， de Sieyes (art. 38)， du Sixieme bureau (art. 11)， du 

Comite de cinq (art. 18) et le texte definitif). 

Mais ne dissimulons pas le caractere bourgeois de tous ces 

Declaration， decret et texte definitif. L'abolition du regime feodal 

n'a donne aucunnement atteinte a la logique et au coeur de l'invio-

labilite de la propriete saαee de seigneurs feodaux ainsi que de 

bourgeois. On trouve la meme logique poursuivie jusqu'au bout 

dans tous ces textes，“nul ne peut en etre prive， si c己 n'estlorsque 

la necessite publique， legalement constatee， l'exige evidemment， 

et sous la condition d'une juste et pr白lableindemnite" (art. 17 

du texte definitif). 

Les aspirations de ρaysanS ne trouveront leur siege qu'in-

directement et partiel1ement dans la Declaration des droits， 

dont la redaction a ete realisee par l'intermediaire des repr色εn-

tants de la Nation qui etaient en fait de proprietaires bourgeois 

et nobles; et qui graveront directment et pleinement le caractere 

essentiel1ement bourgeois. 

2) Les nouveaux elements d'idees qu'on peut remarquer dns 

cette phase， c'est surtout l'idee de democratie directe inspiree 

probablement par Rousseau dans les projets de Creniere (alinea 

1)， de Rabaud de Saint-Etienne (principe， art. 3)， du Sixieme 
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bureau (att. 12)， de Gouges-Cartou (art. 58，59)， qui va etre redigee 

dans l' art. 6，“tous les citoyens ont droit de concourir p巴rson-

nellement... a sa (loi) formation." Ne mec∞O∞nnaiss叩onspa酪se印no∞ut仕re

l'idee d台ela Constitution 却 g凶la必1S詑εp戸r6&CO凶n万凶‘1泌i

men批l此ta泊lr陀esinf日luentぬs(ωpro吋jetde Mou叩mlたer乙， d出isc∞oursde Lall匂y-Tollendal) 
込lモgardde la monarchie constitutionnelle et de“bill du droit，" 

ainsi que certains elements paysans qu' on a remarques en haut 

(v. 1)) refleぬ pratiquementtr白 importantsde voix de masse de 

paysans francais. 

A propos de l'influenc己 am台icaine，la constation de ces faits 

ainsi que celle d田 autres，qui seront mentionnes ci-apres， donnent 

encore raison主notrereserve contre la these de G. Jellinek， trop 

simpliste d'ail1eurs. On peut trouver dans ]e projet de Gouges-

Cartou un preuve pour le “recueil des Constitutions americaines" 

utilisable pour Ies membres de I'AssembIee Natiortale. De 1え

cependartt， on ne pourrait conclure l'influence am合icaine'directe 

et complete. Le projet de Gouges-Cartou meme n'est pas une 

simple reproduction americaine， mais une synthese， au moins， des 

projets de Sieyes， de Mounier et du Sixieme bureau ainsi que 

des Constitutions americaines. Apres tout， le projet de Lafayette， 

le plus influence par le modele americain， fut rejete par l' Assem-

blee comme celui de base pour la discussion par articles. Les deba:ts 

de l' Assem blee temoignent bien que rtom breux orateurs ont 

souligne la difference des conditions historiques et sociales entre 

les deux pays (Malouet， Champion de Cice-eveque d' Auxerre， 

Mounier， LaIly-ToIlendal， etc.)， et que les autres ont insiste a 

avancer le modさlefrancais de Ia Declaration des droits pour l'un-

ivers， un pas avant de l'example am台icain(Montmorency， Barnave， 

Creniere， Rabaud de Saint-Etienne， etc.). 

En fin de compte l'auteur est d'accord a cet egard avec 
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l'observation de ¥九Talch(La Declaration des droits de I'homme et 

du citoyen et l' Assemblee Constituante， 1903， p. 107)，“rapp巴Ier

I'exemple des Declarations americaines， c'etait seulement dans 

I'idee de Ia-majorite stimuler I'activite de l' Assemblee， donner 

Ie coup d'eperon qui Ia menerait au but". La Declaration des 

droits fran写aisecontiendra en eIIe la Pluralite d'elements d'idees 

constitutionneIIes， proprement francais， americain et anglais. 

L'adoption du projet du Sixieme bureau comme base pour 

Ia discussion par articles a montre' un prudent comprom語、peut-etre

des:mod合色 etcertains consぽすateurs.l.，a majol'ite de l' Assemblee 

a ecarte Ies p:mjets. personneIs et plus pFogressifs de Sieyes et 

Lafayette， mais n'a pas rejete la chance de conci1iation avec les 

partisans de ceux-ci， Ie projet adopte ayant Ie caractさreiIi.personnel 

et Ie contenu assez gen合al.

(la suite a un des prochains num台os)
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